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新成人と市長による新春座談会新春
企画

第59回徳島駅伝・阿南市チーム紹介全力
応援
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■阿南市チーム監督・選手紹介
区　分 名　前（年齢） 学校および所属 出場回数 区　分 名　前（年齢） 学校および所属 出場回数
監　督 林　　雅広（42） 阿南市役所 15 男子選手 渡邊　帆貴（20） 広島大学 初

コーチ兼
選手

森　　泰英（38） 日亜化学工業㈱ 23 国貞　吉則（18） 徳島科学技術高等学校 4
湯口　武夫（45） 阿波製紙㈱ 32 西田　龍平（17） 小松島西高等学校 2
岩佐　保昭（35） 海上自衛隊第24航空隊 11 伊丹　　海（17） 富岡東高等学校 4

男子選手 武谷　佳典（30） 日亜化学工業㈱ 7 大羽　剛司（16） 美馬商業高等学校 4
吉田　侑祐（27） 日亜化学工業㈱ 13 吉成　椋介（16） 美馬商業高等学校 2
中山　大輔（30） 日亜化学工業㈱ 12 西條　功一（16） 富岡東高等学校 3
結城　直哉（25） 陸上自衛隊第15普通科連隊 10 女子選手 折野　加奈（20） 大阪学院大学 5
稲岡　哲平（23） 日亜化学工業㈱ 7 数藤　未来（19） 大阪学院大学 7
山﨑　優希（22） 近畿医療福祉大学 7 岩浅　葉月（18） 富岡東高等学校 3
黒澤　泉貴（21） 関西学院大学 5 久保　佳加（16） 富岡東高等学校 5
住吉　惠介（21） 首都大学東京 3 　※中学生選手はスポットライトで紹介

阿
南
市

が
ん
ば
れ
！

徳島
駅伝

新
春
の
阿
波
路
を
駆
け
抜
け
る

第
59
回
徳
島
駅
伝
が

１
月
４
日
に
開
幕
す
る

前
回
の
後
退
を
跳
ね
返
す
と

掲
げ
た
目
標
は
３
位
入
賞
だ
！

前
回
、
総
合
優
勝
を
果
た
し
た

女
子
選
手
に
加
え

成
長
著
し
い
高
校
男
子
選
手

の
走
り
に
期
待
が
か
か
る

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た

中
学
生
選
手
は

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
顔
ぶ
れ
が
そ
ろ
っ
た

主
将
の
武
谷
選
手
は
絶
好
調
と

軽
快
な
走
り
で
チ
ー
ム
を
引
っ
張
る

経
験
豊
富
な
一
般
選
手
の　

堅
実
な
走
り
は
チ
ー
ム
の
支
え
だ

市
制
施
行
55
周
年
を
迎
え
る
今
年
の

最
初
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
阿
南
市

が
ん
ば
れ
阿
南
市
！

郡市対抗
第59回

監督
林　雅広さん



スポット
ライト
スポット
ライト

中学生ランナーに
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※（　）内は出場回数

沿
道
の
声
援
が
選
手
の
力
に
!
　
応
援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
!

チームに貢献できるよう
に精いっぱい走りたいで
す。（初）

阿南中学校３年
髙見 綾哉さん

代表に選ばれた責任を
果たせるように一生懸
命走りたいです。（初）

阿南中学校３年
立田 優詞さん

チームの力になれるよ
う、精いっぱい頑張りた
いです。（初）

阿南第一中学校３年
折野佑一郎さん

阿南市代表としての自覚
を持ち、チームに貢献
したいです。（初）

羽ノ浦中学校３年
川瀬　叶さん

自分のベストを尽くし
チームに貢献できるよう
頑張ります。（初）

新野中学校３年
寳諸 昌央さん

支えてくれる人への感謝
の気持ちを忘れず精いっ
ぱい頑張ります。（初）

椿町中学校３年
助田　空さん

選ばれたことにはじない
ように自分の力を出し切
りたいです。（初）

新野中学校２年
新居 卓也さん

自分に課せられた役割
をこなし、チームに貢献
したいです。（初）

徳島文理中学校２年
松本　佑さん

自分を信じ、支えてくれ
た方への感謝の気持ち
を胸に走ります。（２）

阿南第一中学校３年
島田万由子さん

今できる走りを精いっぱ
いし、悔いの残らない
ように頑張ります。（初）

阿南第二中学校２年
悦見 彩華さん

周りにいる人たちへの
感謝の気持ちを忘れず
頑張りたいです。（２）

羽ノ浦中学校２年
川口 優香さん

応援してくれた人への感
謝の気持ちを忘れず全
力で走ります。（初）

阿南中学校１年
守野 美祐さん

全力を出し切ってチーム
のために頑張りたいで
す。（初）

阿南中学校１年
髙見 宥妃さん

宍
喰
橋

池
田
駅

幸
町

新
聞
放
送
会
館
別
館
前

４日 宍喰橋～幸町新聞放送会館別館前
〔17区間〕 104.0㎞

５日 鷲の門前～池田駅前
〔16区間〕 91.7㎞

６日 池田駅前～幸町新聞放送会館別館前
〔11区間〕 72.5㎞

【全コース略図】　44区間　268.2㎞
【日 程】　１月４日㈮～６日㈰
【出 場】　16 郡市 576 人

阿南市内各中継所の
通 過 予 定 時 刻

４日 〔11区～15区〕

9.7㎞

10.7㎞

7.2㎞

7.3㎞

11：45 徳新那賀支局前

12：15 山口小学校前

12：49 徳新阿南支局前

13：11 ローソン
  羽ノ浦中庄店前

13：32 市営芝生川橋
 バス停前

※上記の時刻は先頭チームの
　通過時刻を想定しています。

7：30スタート



　

旭
日
中
綬
章

　

遠
藤
さ
ん
は
、昭
和
40
年
11
月
、

阿
南
市
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、

５
期
17
年
の
長
き
に
わ
た
り
在
職

し
、
こ
の
間
、
市
議
会
議
長
等
の

要
職
を
歴
任
さ
れ
、
高
邁
な
政
治

信
念
を
も
っ
て
阿
南
市
の
発
展
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
58
年
か
ら
６
期
24

年
に
わ
た
り
、
徳
島
県
議
会
議
員

と
し
て
県
政
運
営
に
当
た
ら
れ
、

こ
の
間
、
県
議
会
議
長
等
を
歴
任

し
、
地
方
自
治
の
発
展
お
よ
び
県

民
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

　

旭
日
双
光
章

　

中
川
さ
ん
は
、
㈳
徳
島
県
建
築

士
会
阿
南
・
那
賀
支
部
の
理
事
を

は
じ
め
数
々
の
役
員
を
歴
任
さ

れ
、
平
成
14
年
か
ら
支
部
長
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
、

㈳
徳
島
県
建
築
士
会
の
副
会
長
を

務
め
ら
れ
、
技
術
と
経
営
の
近
代

化
を
説
く
な
ど
、
社
会
・
公
共
へ

の
奉
仕
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

　

川
田
さ
ん
は
、
昭
和
42
年
に
小

松
島
郵
便
局
で
採
用
さ
れ
て
以
来
、

45
年
余
り
の
長
き
に
わ
た
り
専
心

職
務
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

12
年
か
ら
阿
南
郵
便
局
で
勤
務
さ

れ
、
後
輩
の
指
導
育
成
に
も
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、地
元
の
少
年

野
球
チ
ー
ム
の
監
督
を
20
年
余
り

務
め
ら
れ
、
現
在
も
日
本
体
育
協

会
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指

導
者
と
し
て
、
地
域
青
少
年
の
健

全
な
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
単
光
章

　

玉
木
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
６
月

に
阿
南
市
消
防
団
に
入
団
さ
れ
て

以
来
、
意
欲
的
に
消
防
団
活
動
に

取
り
組
ま
れ
、
平
成
11
年
か
ら
分

団
長
と
し
て
、
さ
ら
に
平
成
17
年

か
ら
は
副
団
長
に
就
任
し
、
平
成

21
年
に
退
団
す
る
ま
で
、
そ
の
重

責
を
ま
っ
と
う
さ
れ
ま
し
た
。
37

年
余
り
の
長
き
に
わ
た
り
地
域
の

防
災
活
動
を
通
じ
て
、
安
全
で
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

  

瑞
宝
単
光
章

　

東
條
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
４
月

に
阿
南
市
消
防
団
に
入
団
さ
れ
て

以
来
、
意
欲
的
に
消
防
団
活
動
に

取
り
組
ま
れ
、
平
成
16
年
か
ら
分

団
長
と
し
て
平
成
19
年
に
退
団
す

る
ま
で
、
そ
の
重
責
を
ま
っ
と
う

さ
れ
ま
し
た
。
38
年
の
長
き
に
わ

た
り
地
域
の
防
災
活
動
を
通
じ

て
、
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

  

瑞
宝
双
光
章

　

小
出
さ
ん
は
、
昭
和
35
年
４
月

に
徳
島
県
巡
査
を
拝
命
。
以
来
41

年
の
長
き
に
わ
た
り
、
警
察
各
般

に
お
い
て
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
、

公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
刑
事
警

察
部
門
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
、
そ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

  

瑞
宝
双
光
章

　

飯
田
さ
ん
は
、
昭
和
19
年
9
月

か
ら
徳
島
県
公
立
小
中
学
校
訓
導

遠藤  一美さん
下大野町（87歳）

中川  英雄さん
富岡町（75歳）

川田  昌良さん
羽ノ浦町（65歳）

玉木  美之さん
横見町（65歳）

東條  孝男さん
橘町（65歳）

小出　満さん
羽ノ浦町（70歳）

飯田  善八さん
長生町（88歳）

　

平
成
24
年
秋
の
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
阿
南
市
で
は
次
の
方
々
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
表
彰
等
と
併
せ
て
ご
披
露
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
11
月
25
日
発
表
分
ま
で
）
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安部  政幸さん
宝田町（88歳）

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

橘
公
民
館

　

平
成
24
年
11
月
13
日
に
優
良
公

民
館
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
一

般
教
養
講
座
や
公
民
館
ま
つ
り
、

人
権
教
育
研
究
大
会
の
開
催
な
ど

生
涯
学
習
の
推
進
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難

路
の
確
認
や
救
急
救
命
法
の
講
習
、

防
災
座
談
会
等
の
自
主
防
災
活
動

を
通
じ
て
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
野
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

平
成
24
年
11
月
22
日
に
優
良
Ｐ

Ｔ
Ａ
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
町

内
の
各
学
校
や
民
生
委
員
等
と
連

携
し
た
健
全
育
成
活
動
や
資
源
回

収
等
に
よ
る
地
域
の
教
育
環
境
改

善
な
ど
の
取
組
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を

中
心
と
す
る
東
日
本
大
震
災
新
野

支
援
隊
に
よ
る
現
地
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
お
よ
び
被
災
者
の
受

入
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

■
農
林
水
産
統
計
業
務
永
年
協
力
者

　

吉
田　

純
子
さ
ん
（
山
口
町
）

　

長
年
に
わ
た
り
農
林
水
産
統
計

業
務
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

警
察
庁
長
官
表
彰

　

暴
力
排
除
阿
南
市
民
協
議
会

　

長
年
に
わ
た
り
、
暴
力
追
放
運

動
に
ご
尽
力
さ
れ
、
市
民
が
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
と
し
て

長
年
に
わ
た
り
啓
発
活
動
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
医
薬
品
局
長
感
謝
状

　

柳
本　

冨
佐
代
さ
ん
（
橘
町
）

県
知
事
表
彰

　

清
水　

智
さ
ん
（
桑
野
町
）

教
諭
、
教
頭
、
校
長
と
し
て
、
長

き
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
充
実
と

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
退
職
後
、
昭
和
61
年
7

月
か
ら
平
成
元
年
10
月
ま
で
、
長

生
公
民
館
長
と
し
て
、
社
会
教
育

や
同
和
教
育
な
ど
幅
広
い
分
野
で

地
域
社
会
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

　

安
部
さ
ん
は
、
昭
和
14
年
６
月

に
富
岡
郵
便
局
で
採
用
さ
れ
て
以

来
、
43
年
余
り
の
長
き
に
わ
た
り

専
心
職
務
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
49
年
か
ら
は
、
阿
南
大
潟
郵

便
局
長
と
し
て
そ
の
重
責
を
ま
っ

と
う
さ
れ
、
昭
和
56
年
か
ら
は
徳

島
県
南
部
特
定
郵
便
局
長
業
務
推

進
連
絡
会
阿
南
部
会
副
部
会
長
を

務
め
ら
れ
る
な
ど
、
郵
政
事
業
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

内
閣
総
理
大
臣
表
彰

　

自
警
団
・
は
の
う
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
羽
ノ
浦
町
）

　

平
成
24
年
10
月
11
日
に
、
平
成

24
年
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

関
係
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
等
を
通
じ
て
刑
法
犯
認
知

件
数
の
減
少
や
児
童
の
犯
罪
に
対

す
る
抵
抗
力
の
向
上
な
ど
、安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

   

総
務
大
臣
表
彰

　

中
山　

瑞
穗
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
76
歳
・
羽
ノ
浦
町
）

　

中
山
さ
ん
は
、
平
成
11
年
４
月

に
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て

以
来
、
長
年
に
わ
た
り
行
政
相
談

活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

は
、
徳
島
行
政
相
談
委
員
協
議
会

副
会
長
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。

  

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

児
玉　

通
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

   

（
73
歳
・
橘
町
）

　

児
玉
さ
ん
は
、
昭
和
57
年
に
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ

て
以
来
、
30
年
余
り
の
長
き
に
わ

た
り
、
福
祉
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
地
域
住
民
の
自
立
へ
の
相

談
、
支
援
、
指
導
を
は
じ
め
、
行

政
機
関
と
連
携
・
協
力
を
図
る
な

ど
、
民
間
奉
仕
者
と
し
て
社
会
福

祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
沢　

忠
昭
さ
ん

　
　
　
　
　

 　
（
74
歳
・
加
茂
町
）

　

井
沢
さ
ん
は
、
平
成
４
年
６
月

か
ら
徳
島
県
理
容
生
活
衛
生
同
業

組
合
常
任
理
事
、
副
理
事
長
、
理

事
長
と
し
て
、
理
容
店
の
近
代
化

と
合
理
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
５
月
か
ら
、

全
国
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
連

合
会
理
事
と
し
て
、
理
容
業
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

　

貴
志　

佐
代
子
さ
ん

　
　
　

 　
　
（
68
歳
・
羽
ノ
浦
町
）

　

貴
志
さ
ん
は
、
平
成
元
年
12
月

に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱

さ
れ
て
以
来
、
21
年
余
り
の
長
き

に
わ
た
り
、
阿
南
市
の
社
会
福
祉

活
動
の
推
進
の
た
め
に
力
を
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。
常
に
社
会
奉
仕
の

精
神
を
も
ち
、
住
民
の
立
場
に

立
っ
た
相
談
や
必
要
な
援
助
を
行

う
な
ど
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。
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社
会
福
祉
に
尽
力

■
徳
島
県
社
会
福
祉
大
会

　

名
誉
大
会
長
（
知
事
）
表
彰

〈
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
・
団
体
〉

天
野　

郁
代
（
那
賀
川
町
）

天
羽　

耕
一
（
那
賀
川
町
）

岩
浅　

豊
実
（
津
乃
峰
町
）

上
野　

志
保
（
横
見
町
）

桑
村　

春
美
（
横
見
町
）

田
口　

玉
美
（
山
口
町
）

坪
井　

祐
代
（
那
賀
川
町
）

星
野　

智
子
（
那
賀
川
町
）

森
本　

祥
恵
（
那
賀
川
町
）

山
下　

聖
子
（
富
岡
町
）

𠮷
田　

恵
子
（
那
賀
川
町
）

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
団
体
〉

浦
ノ
内
若
連
（
桑
野
町
）

藁
野
水
仙
部
会
（
山
口
町
）

■
徳
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

会
長
表
彰

〈
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
・
団
体
〉

小
泉
由
紀
子
（
那
賀
川
町
）

篠
岡　

明
美
（
津
乃
峰
町
）

佐
藤
恵
美
子
（
那
賀
川
町
）

宮
繁　

正
人
（
中
林
町
）

渡
部　

尚
美
（
長
生
町
）

  

徳
島
県
藍
青
賞

■
運
動
競
技
（
グ
ル
ー
プ
・
団
体
）

富
岡
東
高
等
学
校
女
子
剣
道
部

阿
南
市
文
化
祭
優
秀
作
品
表
彰

　

第
41
回
阿
南
市
文
化
祭
優
秀
作

品
表
彰
式
が
12
月
９
日
に
夢
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
（
敬
称
略
）

■
書
道
の
部

【
市
長
賞
】　

小
西　

千
恵

【
議
長
賞
】　

上
野　

益
代

【
教
育
長
賞
】
田
村　

元
帥

■
日
本
画
の
部

【
市
長
賞
】　

湯
浅　

良
信

【
議
長
賞
】　

横
手　

勝
見

■
洋
画
の
部

【
市
長
賞
】　

撫
中　

義
美

【
議
長
賞
】　

村
上　

富
子

【
教
育
長
賞
】
東　

紀
美
子

■
写
真
の
部

【
市
長
賞
】　

山
下　

助
信

【
議
長
賞
】　

埴
淵　

節
子

【
教
育
長
賞
】
撫
中　

健
一

■
美
術
工
芸
の
部

【
市
長
賞
】　

多
田　
　

了

【
議
長
賞
】　

柳
本　

真
弓

【
教
育
長
賞
】
椎
野
真
理
子

■
華
道
展
の
部

【
市
長
賞
】　

小
原
流

【
議
長
賞
】　

嵯
峨
御
流

【
教
育
長
賞
】
未
生
流
笹
岡

■
寒
蘭
の
部

【
市
長
賞
】　

佐
野　

哲
也

【
議
長
賞
】　

喜
多
條
隆
治

【
教
育
長
賞
】
成
松　

久
寿

■
俳
句
の
部

【
市
長
賞
】　

宮
田　

春
子

【
議
長
賞
】　

喜
来
富
士
子

【
教
育
長
賞
】
神
野　

弘
子

■
短
歌
の
部

【
市
長
賞
】　

島
尾　
　

妙

【
議
長
賞
】　

谷
一　

民
子

【
教
育
長
賞
】
臣
永　

悦
子

■
学
童
展

科
学
経
験
発
表
の
部（
１
～
４
年
）

【
市
長
賞
】

　
内
村
　
允
喜
（
羽
ノ
浦
小
）

【
教
育
長
賞
】

　
川
原
　
　
豪
（
羽
ノ
浦
小
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】

　
廣
浦　

俊
介
（
橘
小
）

科
学
経
験
発
表
の
部（
５
、６
年
）

【
市
長
賞
】

　
福
田
　
龍
弥
（
新
野
小
）

【
教
育
長
賞
】

　
青
木
　
琴
菜
（
橘
小
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】

　
鎌
田
　
珠
希
（
桑
野
小
）

科
学
体
験
発
表
の
部
（
中
学
生
）

【
市
長
賞
】
佐
藤
　
成
珠
、

原

智
尋
、
新
田
　
夏
美
、
秦
野
　
琴

菜
、 松
浦
　
舞
奈
、 保
岡
　
理
子
、

仁
木
　
美
咲
、
岩
野
ひ
か
る
、
田

上
　
直
弥
（
富
岡
東
中
）

【
教
育
長
賞
】
前
田
　
拓
実
、
田

中
　
鉄
平
、
福
田
那
優
人
（
阿
南

二
中
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】

　

岩
浅　

貴
大
（
阿
南
中
）
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水
道
管
の
冬
支
度
を
！

夜
の
冷
え
込
み
に
ご
注
意
を

　

気
温
が
氷
点
下
４
度
以
下
に
な

る
と
、
防
寒
の
で
き
て
い
な
い
水

道
管
は
凍
っ
た
り
破
裂
し
た
り
し

ま
す
。
次
の
よ
う
な
水
道
管
は
、

早
め
に
手
当
て
し
ま
し
ょ
う
。

•
む
き
出
し
の
水
道
管

•
北
向
き
に
あ
る
水
道
管

•
風
が
よ
く
当
た
る
水
道
管

水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
箱
の
中
に
あ

る
止
水
栓
（
バ
ル
ブ
）
を
閉
め
て

水
を
止
め
、
破
裂
し
た
部
分
に
布

や
テ
ー
プ
な
ど
で
応
急
手
当
て
を

し
て
、
市
指
定
上
下
水
道
工
事
店

共
同
組
合
（
☎
22
‐
７
６
０
８
）

ま
た
は
市
指
定
水
道
工
事
店
に
修

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

　

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か

ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け

て
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯
を

か
け
る
と
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

防
寒
の
方
法

①
保
温
材
を
巻
き
ま
す
。
蛇
口
の

あ
た
り
は
破
裂
し
や
す
い
の
で
、

完
全
に
包
ん
で
く
だ
さ
い
。

②
保
温
材
に
は
、
毛
布
・
布
な
ど

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

保
温
材
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

③
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
毛

布
や
布
切
れ
な
ど
を
入
れ
て
、
ふ

た
の
上
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
乗
せ
る

な
ど
し
て
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

水
道
部
工
務
課

（
☎
22
‐
３
２
９
５
）
へ

阿南市水道料金お客様センター
〜地域に根差したサービスを提供〜

　利用者サービスの一層の向上を図るた
め、平成24年10月１日から「阿南市水道
料金お客様センター」を開設して、㈱ジェ
ネッツ（委託業者）による次の業務を行っ
ています。
委託業務　①水道料金等の徴収業務
　　　　　②収納・窓口業務
　　　　　③電話受付業務
　　　　　④システム管理業務等
問い合わせは　水道部業務課
　　　　　　　（☎22‐0587) へ
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
年
一
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に

と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
と
な
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
私
た
ち
の
阿
南

市
に
と
り
ま
し
て
、
市
制
施
行
55

周
年
と
な
る
節
目
の
年
で
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
１
月
31
日
に
は
、

阿
南
市
誕
生
か
ら
ち
ょ
う
ど
2
万

日
目
を
迎
え
ま
す
。

　

昭
和
33
年
（
１
９
５
８
年
）
５

月
１
日
、
旧
富
岡
、
橘
両
町
が
合

併
し
、
県
下
４
番
目
の
市
と
し
て
、

阿
南
市
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
は
、
３
月
に
、
世
界

初
の
海
底
道
路
関
門
国
道
ト
ン
ネ

ル
（
全
長
３
４
６
１
㍍
）
が
開
通
、

神
宮
外
苑
に
国
立
競
技
場
が
完
成
、

７
月
に
は
、
大
相
撲
が
６
場
所
制

と
な
り
、
初
の
名
古
屋
場
所
が
開

か
れ
ま
し
た
。
10
月
に
は
、
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
「
私
は
貝
に
な
り
た
い

（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）」
が
放
映
さ
れ
、
国
民

の
深
い
共
感
を
呼
び
ま
し
た
。
11

月
に
は
、
東
京
―
神
戸
間
で
「
特

急
こ
だ
ま
号
」
の
運
転
が
開
始
さ

れ
、
東
京
―
大
阪
間
を
６
時
間
50

分
で
結
び
ま
し
た
。
ま
た
、
皇
太

子
明
仁
親
王
（
24
歳
）
と
美
智
子

様（
23
歳
）の
婚
約
発
表
が
な
さ
れ
、

「
自
由
恋
愛
」
を
強
調
す
る
マ
ス
コ

ミ
報
道
で
、美
智
子
様
は
一
躍
「
昭

和
の
シ
ン
デ
レ
ラ
」
と
し
て
国
民

の
人
気
の
的
と
な
り
ま
し
た
。
12

月
に
は
、
東
京
タ
ワ
ー
が
完
成
し
、

そ
れ
ま
で
世
界
一
だ
っ
た
パ
リ
の

エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
を
し
の
ぎ
、
東
京

の
新
名
所
で
あ
る
と
と
も
に
日
本

経
済
の
第
一
次
高
度
経
済
成
長
期

（
昭
和
29
年
～
36
年
）
を
象
徴
す
る

建
造
物
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
常
々
、
自
治
体
も
人
間

の
一
生
の
よ
う
に
栄
枯
盛
衰
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
55
歳
を
迎

え
る
阿
南
市
が
、
気
力
、
体
力
の

充
実
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ
る

壮
年
と
し
て
、
活
動
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
は
、
今
日
ま
で

の
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
努
力
の
お

か
げ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
55
周
年
を
記
念
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的

に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
下
表

の
よ
う
に
、
県
外
か
ら
も
多
勢
の

方
々
に
阿
南
を
訪
れ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
阿

南
な
ら
で
は
の
〝
も
て
な
し

の
心
〟
を
持
っ
て
お
迎
え
し

た
い
も
の
で
す
。

～ 

人
物
往
来 

～

物
品
購
入
等
の
指
名
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

（
追
加
申
請
）を
受
付

　

平
成
25
年
度
に
市
が
発
注
す
る

物
品
購
入
等
の
指
名
競
争
入
札
に

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
指

名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
平
成
24
年
中
に
申
請

さ
れ
た
方
は
不
要
で
す
。　
　
　

提
出
期
間　

１
月
11
日
㈮
～
２
月

12
日
㈫

物
品
購
入
等
の
種
類　

備
品
、
消

耗
品
類
お
よ
び
原
材
料
品
（
工
事

用
原
材
料
を
含
む
）
な
ど

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　

管
財

課
（
☎
22
‐
３
８
０
４
）
へ　

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
の
交
付

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳

以
上
の
方
で
、
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
方
に
対
し
て

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
交
付
し
ま
す
。こ
の
認
定
書
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
や
市
・
県
民

税
の
申
告
の
際
に
、税
法
上
の「
特

別
障
害
者
控
除
」
お
よ
び
「
障
害

者
控
除
」
を
受
け
る
時
に
障
害
者

手
帳
の
代
わ
り
と
な
る
も
の
で
、

交
付
に
は
本
人
ま
た
は
家
族
の
申

請
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
す
で
に
「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」
の
交
付
を
受
け

ら
れ
た
方
で
、
要
介
護
認
定
程
度

区
分
に
変
更
の
な
い
方
は
、
申
告

の
際
に
前
回
交
付
さ
れ
た
認
定
書

が
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
新
た
な

申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
特
別
障
害
者
は
要
介
護
認
定
が

４
・
５
の
方
、
障
害
者
は
要
介
護
認

定
が
1
～
３
の
方
が
該
当
し
ま
す
。

申
請
受
付　

１
月
11
日
㈮
～

申
請
に
必
要
な
も
の　

介
護
保
険

被
保
険
者
証
、
印
鑑

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　

福
祉

課
（
☎
22
‐
１
５
９
２
）
へ

　
　国

税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
を
利
用
し
て
確
定
申
告
書
等

を
作
成
・
送
信
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る

場
合
は
、
住
基
カ
ー
ド
を
取
得

し
、「
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
」

に
基
づ
く
電
子
証
明
書
の
発
行
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
も
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

電
子
証
明
書
お

よ
び
住
基
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
市

民
生
活
課
（
☎
22
‐
１
１
１
６
）

そ
れ
以
外
は
税
務
課
（
☎
22
‐

１
１
１
４
）
へ　

■平成25年度に阿南市で開催予定の全国・西日本規模の大会等
日　　程 行　　事　　名 対　象 参加予定者数

４月 20日㈯、21日㈰ 第６回西日本生涯還暦野球大会 60歳以上 640人
７月 27日㈯、28日㈰ 第17回西日本生涯野球大会 40歳以上 240人
８月 1日㈭～ 4日㈰ 野球のまち阿南第１回全日本学童軟式野球大会 小学生 1,200人
９月 7日㈯、 8日㈰ 第８回中四国還暦軟式野球大会 60歳以上 320人

10月
5日㈯、 6日㈰ 第３回西日本あかつき野球大会 早起き野球 160人

11日㈮～13日㈰ 日本女性会議2013〈男女共同参画〉あなん大会 2,000人
19日㈯、20日㈰ 第12回全国歴史の道会議（徳島県大会） 200人

11月
2日㈯、 3日㈷ 中国 ･ 四国ブロック緊急消防援助隊合同訓練 520人
9日㈯、10日㈰ 第４回西日本生涯実年野球大会 50歳以上 160人

計 5,440人



幼
稚
園
助
教
諭
お
よ
び

子
育
て
支
援
保
育
士

（
臨
時
的
任
用
職
員
）

募
集
内
容　

平
成
25
年
度
に
市
立

幼
稚
園
で
勤
務
す
る
幼
稚
園
助
教

諭
お
よ
び
子
育
て
支
援
保
育
士

応
募
資
格　

①
幼
稚
園
助
教
諭
：

幼
稚
園
教
諭
免
許
状
を
有
す
る
方

②
子
育
て
支
援
保
育
士
：
幼
稚
園

教
諭
免
許
状
ま
た
は
保
育
士
資
格

を
有
す
る
方
（
①
②
と
も
、
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
方
を
含
む
）

採
用
予
定
人
員
▼
幼
稚
園
助
教
諭

（
１
日
お
よ
び
短
時
間
勤
務
）：
15

人
程
度
▼
子
育
て
支
援
保
育
士
：

７
人
程
度

申
込
方
法　

次
の
書
類
を
１
月
11

日
㈮
ま
で
に
学
校
教
育
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

•
履
歴
書
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
用
紙
の

も
の
に
写
真
貼
付
）

•
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
ま
た
は
保

育
士
証
の
写
し
（
免
許
状
ま
た
は

資
格
取
得
見
込
み
証
明
書
も
可
）

試
験
日　

１
月
27
日
㈰

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は　

学

校
教
育
課 （
☎
22
‐
３
３
９
０
）へ

学
校
用
務
補
助
員

（
臨
時
的
任
用
職
員
）

募
集
内
容　

平
成
25
年
度
に
市
内

の
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
等

に
お
い
て
、
臨
時
的
に
勤
務
す
る

学
校
用
務
補
助
員

応
募
資
格　

昭
和
28
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　

15
人
程
度

賃
金　

日
額
６
６
０
０
円

申
込
方
法　

教
育
委
員
会
総
務
課

備
え
付
け
の
「
申
込
用
紙
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
教
育
委

員
会
総
務
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。「
申
込
用
紙
」
は
、
1
月

29
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
期
間　

１
月
29
日
㈫
～
２
月

７
日
㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

試
験
日　

２
月
17
日
㈰

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は　

教

育
委
員
会
総
務
課
（
☎
22
‐
３
２

９
９
）
へ

学
校
給
食
調
理
補
助
員

（
臨
時
的
任
用
職
員
）

募
集
内
容　

平
成
25
年
度
に
学
校

給
食
施
設
お
よ
び
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
臨
時
的
に
勤
務

す
る
学
校
給
食
調
理
補
助
員

応
募
資
格　

昭
和
28
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　

43
人
程
度

賃
金　

日
額
６
６
０
０
円

申
込
方
法　

教
育
委
員
会
総
務
課

備
え
付
け
の
「
申
込
用
紙
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
教
育
委

員
会
総
務
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。「
申
込
用
紙
」
は
、
１
月

８
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
期
間　

１
月
８
日
㈫
～
17
日

㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
国
民

の
祝
日
は
除
く
）

試
験
日　

２
月
３
日
㈰

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は　

教

育
委
員
会
総
務
課
（
☎
22
‐
３
２

９
９
）
へ

保
育
所
給
食
調
理
補
助
員

（
臨
時
的
任
用
職
員
）

募
集
内
容　

平
成
25
年
度
に
市
立

保
育
所
に
お
い
て
、
臨
時
的
に
勤

務
す
る
給
食
調
理
員

応
募
資
格　

昭
和
28
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　

35
人
程
度

賃
金　

日
額
６
６
０
０
円

申
込
方
法　

人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。 

「
申
込
用
紙
」
は
、
１

月
８
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
期
間　

１
月
８
日
㈫
～
17
日

㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
国
民

の
祝
日
は
除
く
）

試
験
日　

２
月
３
日
㈰

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は　

人

事
課
（
☎
22
‐
１
１
１
２
）
へ

科
学
セ
ン
タ
ー
専
門
指
導
員

（
嘱
託
職
員
）

募
集
内
容　

科
学
セ
ン
タ
ー
で
実

施
す
る
天
文
事
業
お
よ
び
小
中
学

生
へ
の
理
科
学
習
指
導
に
従
事
す

る
専
門
指
導
員

応
募
資
格　

理
系
の
４
年
制
大
学

を
卒
業
、
ま
た
は
平
成
25
年
３
月

31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方
、

お
よ
び
教
員
免
許
（
理
科
）
を
取

得
、
ま
た
は
取
得
見
込
み
の
方

採
用
予
定
人
員　

１
人

任
用
期
間　

平
成
25
年
４
月
１
日

～
平
成
26
年
３
月
31
日
（
土
・
日
・

祝
日
の
出
勤
、
夜
10
時
ま
で
の
勤

務
あ
り
）

報
酬　

月
額
19
万
５
１
０
０
円

申
込
期
間　

１
月
10
日
㈭
～
20
日

㈰
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
15
日
㈫
を
除
く
）

申
込
方
法　

自
筆
履
歴
書
（
Ｊ
Ｉ

Ｓ
規
格
用
紙
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
教
員
免
許
状
取
得
者

は
そ
の
写
し
（
免
許
状
ま
た
は
資

格
証
取
得
見
込
み
証
明
書
も
可
）

を
添
え
て
科
学
セ
ン
タ
ー
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
日　

２
月
10
日
㈰

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は　

科

学
セ
ン
タ
ー
（
☎
42
‐
１
６
０
０
）

へ  　

臨
時
的
任
用
職
員
・

指
導
員
・
訪
問
員
等

を
募
集
し
ま
す

　
勤
務
条
件
等
く
わ
し
く
は
担

当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
提
出
い
た
だ
い
た
書

類
等
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報

は
、
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た

し
ま
せ
ん
。
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阿
南
市
費
教
員
・
人
権
ふ
れ
あ
い

子
ど
も
会
指
導
員
等

募
集
内
容　

平
成
25
年
度
に
次
の

①
～
④
の
職
種
に
従
事
す
る
方

①
市
費
教
員

職
務
内
容　

市
内
小
中
学
校
で
の

児
童
・
生
徒
の
指
導

資
格　

小
学
校
も
し
く
は
中
学
校

教
諭
の
免
許
状
を
有
す
る
方
、
ま

た
は
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に

当
該
免
許
を
取
得
見
込
み
の
方

②
適
応
指
導
教
室
指
導
員

職
務
内
容　

ふ
れ
あ
い
学
級
で
の

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
自
立
支
援

資
格　

①
に
同
じ

③
人
権
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
会

　

指
導
員

職
務
内
容　

地
域
に
組
織
さ
れ
た

子
ど
も
会
の
企
画
・
指
導
の
補
佐

資
格　
小
学
校
も
し
く
は
中
学
校

教
諭
の
免
許
状
も
し
く
は
こ
れ
ら

に
準
ず
る
資
格
を
有
す
る
方
、
ま
た

は
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
こ

れ
ら
の
資
格
を
取
得
見
込
み
の
方

④
情
報
教
育
指
導
員

職
務
内
容　

市
内
各
小
中
学
校
で

の
Ｉ
Ｔ
機
器
活
用
指
導

資
格　

Ｉ
Ｔ
機
器
に
堪
能
な
方

共
通
事
項

採
用
予
定
人
員　

①
７
人
程
度
、

②
④
若
干
名
、
③
10
人
程
度

報
酬　

①
③
④
月
額
19
万
５
１
０

０
円　

②
月
額
19
万
３
５
０
０
円

任
用
期
間　

平
成
25
年
４
月
１
日

～
平
成
26
年
３
月
31
日

申
込
期
間　

１
月
10
日
㈭
～
21
日

㈪
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
国
民

の
祝
日
は
除
く
）

申
込
方
法　

自
筆
履
歴
書
（
Ｊ
Ｉ

Ｓ
規
格
用
紙
）
に
希
望
す
る
①
～

④
の
職
種
順
を
記
入
の
う
え
、
教

諭
免
許
状
ま
た
は
資
格
証
の
写
し

（
免
許
状
ま
た
は
資
格
証
取
得
見

込
み
証
明
書
も
可
）
を
添
え
て
学

校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
日   
２
月
10
日
㈰

※
詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は　

学

校
教
育
課（
☎
22
‐
３
３
９
０
）へ

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
員

募
集
内
容　

生
後
４
カ
月
未
満
の

乳
児
お
よ
び
産
婦
宅
の
訪
問
、
発

育
測
定
・
育
児
相
談
等
に
従
事
す

る
訪
問
員

応
募
資
格　
保
健
師
、助
産
師
、看
護

師
、い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
方

採
用
予
定
人
員　

若
干
名

選
考
方
法　

面
接
に
よ
り
決
定

申
込
方
法　

履
歴
書
お
よ
び
免
許

証
の
写
し
を
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

申
込
締
切
日　

１
月
31
日
㈭
（
締

切
日
の
消
印
有
効
）

申
込
先
・
勤
務
条
件
等
問
い
合
わ

せ
は　

〒
７
７
４
‐
０
０
３
０　

富
岡
町
北
通
33
番
地
１　

ひ
ま
わ

り
会
館
内　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

22
‐
１
５
９
０
）
へ

交
通
安
全
教
育
指
導
員

募
集
内
容　

交
通
安
全
教
室
お
よ

び
講
習
の
実
施
、
交
通
事
故
防
止

の
指
導
に
従
事
す
る
指
導
員

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
運
転
免

許
取
得
者

採
用
予
定
人
員　

１
人

任
用
期
間　

平
成
25
年
４
月
１
日

～
平
成
26
年
３
月
31
日
（
※
再
任

用
あ
り
）

賃
金　

日
額
６
５
０
０
円

勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
月
曜
日

～
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

申
込
期
間　

１
月
７
日
㈪
～
２
月

８
日
㈮
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
お
よ
び

国
民
の
祝
日
は
除
く
）

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
運
転
免
許
証

の
写
し
を
添
え
て
、
ふ
る
さ
と
振

興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　

書
類
選
考
お
よ
び
面

接
（
２
月
下
旬
を
予
定
）

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
市
交
通
安

全
教
育
推
進
協
議
会
事
務
局
（
ふ

る
さ
と
振
興
課
内
）（
☎
22
‐

８
９
５
２
）
へ
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応募条件　どなたでも応募できます。
応募できる作品数は１人につき２点
までです。

キャラクターの条件
①阿南市のイメージアップにふさわし

いキャラクターであること。
②阿南市のホームページや各種印刷

物、記念品、着ぐるみ等の幅広い
用途に応用可能なキャラクターであ
ること。

募集期間
　１月15日㈫～３月15日㈮（必着）
応募方法　
①所定の応募用紙に必要事項を記入

し、郵送または持参してください。
ホームページの応募フォームをダウ
ンロードして使用することもできます。

②デザイン画は、キャラクターの正面向
きの全身像をカラーで描画してくだ
さい。応募用紙以外の用紙で提出
することも可能ですが、その場合の
用紙サイズはＡ４縦としてください。

③デジタルデータの提出は、JPEG、
GIF、PNG 形式による CD の提出
とします。（メールでの提出は不可）

④応募作品は、破損しないよう必ず
補強梱包して送付してください。

●選考方法●
１次選考　「阿南市イメージアップキャ

ラクター選考委員会（仮称）」にお
いて審査を行い、最終候補（数点）
を選考します。

２次選考　最終候補について、阿南

市民による「阿南市イメージアップ
キャラクター人気投票」を行い、最
優秀作品を決定します。

選考結果の通知　選考結果は入賞
者本人に、平成25年６月下旬に連
絡する予定です。

●作品の愛称●
市民による公募により決定する予定です。

応募先・問い合わせは
〒774‐8501
阿南市富岡町トノ町12番地３
阿南市商工観光労政課
（☎22‐3290）へ
ホームページアドレス
http://www.city.anan.tokushima.jp/

市制施行55周年を記念し、市民の皆さんに長く愛されるキャラクターを募集します。

阿南市イメージアップキャラクター



税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
償
却
資
産
の
申
告

　

阿
南
市
内
に
お
い
て
、
事
業
用

の
償
却
資
産
で
機
械
・
器
具
お
よ

び
備
品
等
の
有
形
固
定
資
産
（
土

地
、
家
屋
お
よ
び
無
形
減
価
償
却

資
産
を
除
く
）
を
所
有
す
る
法
人

な
ら
び
に
個
人
（
市
内
で
事
業
用

に
供
さ
れ
て
い
る
リ
ー
ス
資
産
の

所
有
者
等
を
含
む
）
の
方
は
、
平

成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
所
有
さ

れ
て
い
る
資
産
に
つ
い
て
、
１
月

31
日
㈭
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。市税

の
前
納
報
奨
金
制
度
廃
止

　

平
成
25
年
度
か
ら
、
個
人
市
・

県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）、
固
定

資
産
税
の
前
納
報
奨
金
が
廃
止
に

な
り
ま
す
。

　

す
で
に
「
口
座
振
替
」
に
よ
り

全
期
前
納
で
一
括
納
付
さ
れ
て
い

る
方
で
、
期
別
納
付
に
変
更
さ
れ

る
方
は
、
書
面
で
の
変
更
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

税
務
課
（
☎
22

‐
１
１
１
４
）
へ

　

生
涯
学
習
実
践
の
成
果
を
発
表

し
ま
す
。ま
た
、絵
本
作
家
に
よ
る

講
演
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
26
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
開
会（
受
付
：
午
後
１
時
～
）

場
所　

コ
ス
モ
ホ
ー
ル
（
情
報
文

化
セ
ン
タ
ー
）　　
　

内
容　

▼
生
涯
学
習
活
動
の
発
表
（
あ
な

ん
子
ど
も
太
鼓
ク
ラ
ブ
に
よ
る
太

鼓
披
露
・
富
岡
公
民
館
に
よ
る
地

域
子
ど
も
活
動
事
業
活
動
報
告
）

▼
記
念
講
演　
「
一
人
一
人
が
、

み
ん
な　

た
い
せ
つ
―
絵
本
に
託

す
願
い
―
」
講
師
：
絵
本
作
家　

く
す
の
き
し
げ
の
り
さ
ん
（
鳴
門

市
）

※
羽
ノ
浦
伝
統
文
化
子
ど
も
教
室

に
よ
る
お
茶
席（
１
回
２
０
０
円
）

を
、
正
午
～
午
後
１
時
30
分
に
実

施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

生
涯
学
習
課　

（
☎
22
‐
３
３
９
１
）
へ

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
が

交
付
さ
れ
ま
す

　

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
上
の

雑
所
得
と
し
て
課
税
の
対
象
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
老

齢
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、

１
年
間
の
年
金
の
支
払
総
額
な
ど

を
記
載
し
た
「
源
泉
徴
収
票
」
が

１
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
確
定
申
告
の
際
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
障
害
年
金
・
遺
族
年

金
は
、
課
税
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
た
め
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ

れ
た
場
合
や
未
着
の
場
合
等
に

は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
日
本
年

金
機
構
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
ね

ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
）
に
お
い
て
源

泉
徴
収
票
の
再
交
付
の
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
‐
05
‐
１
１
６
５
）

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

（
☎
03
‐
６
７
０
０
‐
１
１
６
５
）

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22
‐
１
１
１
８
）
へ

年
金
相
談
Ｑ
＆
Ａ

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
ま
す
。
確
定
申
告
書
に

添
付
す
る
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
を
紛
失

し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
再
発
行

は
で
き
ま
す
か
。

　

再
発
行
は
可
能
で
す
。

紛
失
等
に
よ
り
再
発
行
が

必
要
な
際
に
は
、
控
除
証
明
書
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
‐

０
７
０
‐
１
１
７
※
Ｉ
Ｐ
電
話
等

の
方
は
、
☎
03
‐
６
７
０
０
‐

１
１
３
０
）
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

成功させよう！   全国大会 2013年
10月 「日本女性会議〈男女共同参画〉2013 あなん」

第
23
回
阿
南
市

生
涯
学
習
推
進
大
会

  

分
科
会
活
動

　

昨
年
10
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
分
科
会
部
会

は
、
現
在
、
９
分
科
会
ご
と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
運
営
委
員
が
内
容
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

第
１
分
科
会　

介
護
・
地
域
医
療

第
２
分
科
会　

防
災

第
３
分
科
会　

子
ど
も

第
４
分
科
会　

ま
ち
お
こ
し

第
５
分
科
会　
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
（
高
齢
者
）

第
６
分
科
会　

食
育

第
７
分
科
会　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

第
８
分
科
会　

農
林
漁
業

第
９
分
科
会　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

　

ど
の
分
科
会
に
も
共
通
し
て

い
る
目
標
は
、「
す
べ
て
の
人

の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
個
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、

い
き
い
き
と
充
実
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
」
で
す
。

　

委
員
全
員
で
、
テ
ー
マ
の
中

心
を
ど
こ
に
置
く
の
か
問
題
点

や
課
題
を
出
し
、
先
進
事
例
を

調
べ
た
り
委
員
全
員
が
参
画
し

「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」「
心
に

残
っ
た
」「
ま
た
会
い
ま
し
ょ

う
」
と
言
え
る
分
科
会
に
し
ま

し
ょ
う
を
合
言
葉
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

日
本
女
性
会
議
〈
男
女
共
同

参
画
〉
２
０
１
３
あ
な
ん
実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
24
‐
３
７
５
０
）
へ

A Q
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い
し
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
を
平

成
24
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ
た
方
は
、

控
除
証
明
書
を
平
成
24
年
11
月
上

旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、平
成
24
年
10

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間

に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
は
、
平
成
25

年
１
月
下
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22
‐
１
１
１
８
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」

　
「
１
１
０
番
」
は
、
県
民
の
皆

さ
ま
と
警
察
を
結
ぶ
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
と
し
て
、
24
時
間
体
制
で
皆
さ

ん
の
安
全
で
平
穏
な
暮
ら
し
を

守
っ
て
い
ま
す
。

　
「
１
１
０
番
」
は
、
事
件
・
事

故
な
ど
の
緊
急
事
態
を
通
報
す
る

電
話
で
す
。

　

警
察
へ
の
相
談
、
意
見
・
要
望

な
ど
の
急
が
な
い
内
容
の
も
の

は
、「
県
民
の
声　

１
１
０
番
」

プ
ッ
シ
ュ
回
線（
☎
♯
９
１
１
０
）

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
（
☎
０
８
８
‐
６

５
３
‐
９
１
１
０
）
も
し
く
は
阿

南
警
察
署
へ
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署　

（
☎
22
‐
０
１
１
０
）
へ

「第 12回全国歴史の道会議（徳島県大会）」　 成功させよう！   全国大会

  

阿
波
遍
路
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
終
え
て

　

去
る
11
月
23
日
に

阿
南
市
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
た
「
阿

波
遍
路
道
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
で
は
、
予
想
を

は
る
か
に
超
え
る
多

く
の
方
に
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

国
史
跡
を
含
む
遍
路

道
に
、
多
く
の
方
が

関
心
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
後
半
の
意
見
交
換
会
で
は
、
地
元
住
民
や

歩
き
遍
路
の
達
人
の
方
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
や

ご
提
案
を
い
た
だ
き
、
特
に
、
案
内
看
板
や
道

し
る
べ
（
サ
イ
ン
）
の
設
置
に
つ
い
て
の
ご
意

見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
遍
路
道
に

は
案
内
板
や
サ
イ
ン
が
整
備
さ
れ
て
い
な
く
、

ま
た
石
造
物
に
関
す
る
説
明
板
も
無
い
た
め
、

見
落
と
し
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
市
で
は
、
こ

う
し
た
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
徳
島
県
教
育
委
員

会
と
連
携
し
て
、
案
内
板
や
サ
イ
ン
を
設
置
し

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
平

成
25
年
10
月
の
「
全
国
歴
史
の
道
会
議
」
開
催

ま
で
に
設
置
を
済
ま
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

や
ご
提
案
を
、
遍
路
道
の
整
備
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は

文
化
振
興
課
（
☎
22
‐
１
７
９
８
）
へ

阿波遍路道フォーラムの様子
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阿
南
市
消
防
出
初
式

　

輝
か
し
い
平
成
25
年
の
新
春
を

飾
る
阿
南
市
消
防
出
初
式
を
開
催

し
ま
す
。

　

出
初
式
は
、
消
防
団
員
・
職
員

の
士
気
の
高
揚
、
職
務
の
重
要
性

を
再
認
識
し
、
市
民
の
安
心
で
安

全
な
生
活
を
守
る
た
め
、
消
防
団

員
・
職
員
約
５
０
０
人
が
参
加
し

て
行
う
も
の
で
す
。
凛
と
し
た
消

防
団
員
・
職
員
の
雄
姿
を
ご
参
観

く
だ
さ
い
。

日
時　
１
月
６
日
㈰　

午
前
10
時
～

場
所　

文
化
会
館
（
夢
ホ
ー
ル
）

問
い
合
わ
せ
は　

消
防
本
部
警
防

課
（
☎
22
‐
３
７
９
６
）
へ

●阿南署管内平成24年11月分合計
※カッコ内は１月からの累計

交通
事故

件　　数 217件 （2,447）

死　　者 ０人 （2）

負 傷 者 30人 （332）

救急
件　　数 249件 （2,966）

搬送人員 246人 （2,855）

火災
件　　数 4件 （30）

損 害 額 ３１千円（16,013千円）

あぶない！こんなに事故が

日　時　２月10日㈰
　　　　18：00～21：00（受付17：30～）
場　所　ザ・シャイニング オブ レジェンダ （富岡町）
対　象　阿南を愛する20歳～39歳の独身男女各30人
参加費　男性3,000円　女性2,000円
内　容　婚活応援大使のキャンパスボーイがカップル成立を
　　　　めざし、プロデュースする婚活イベント。カップリ
　　　　ング投票あり。軽食、ソフトドリンク、ケーキ付き。
受付期間　１月4日㈮～31日㈭　※定員になり次第締切り。
申込方法　住所・氏名・年齢・性別・電話番号を記載のうえ、
　　　　　電子メールにてお申し込みください。
申込み・問い合わせは　
阿南 de 愛隊事務局（ふるさと振興課内）（☎0884‐22‐7404）
e-mail：konkatsu@city.anan.tokushima.jp へ
※申込後３日経過しても返信メールが届かない場合はご連絡
　ください。

阿南 de キャンパって婚活 !
～ 君の♥ハートをタイホする ～

参加者募集



新
庁
舎
建
設
事
業

　

新
庁
舎
建
設
工
事
に
か
か
る
入
札
が
延
期

と
な
り
、
当
初
計
画
し
て
い
ま
し
た
平
成
27

年
度
末
の
完
成
に
遅
れ
が
生
じ
る
こ
と
が
危

惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
非
常
に
遺
憾
に
思
う

と
と
も
に
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
市
民
の

皆
さ
ま
方
に
は
、
多
大
な
ご
心
配
を
お
か
け

す
る
こ
と
に
な
り
、
申
し
訳
な
く
存
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
事
態
を
重
く
受
け
止
め
、今
後
、

１
日
で
も
早
く
開
庁
で
き
る
よ
う
全
力
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。市

制
施
行　

周
年

　

本
市
は
、
昭
和
33
年
５
月
に
発
足
し
、
平

成
18
年
の
那
賀
川
町
、
羽
ノ
浦
町
と
の
合
併

を
経
て
、
平
成
25
年
５
月
に
は
市
制
施
行
55

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
市
役

所
内
部
で
組
織
す
る
阿
南
市
制
施
行
55
周
年

記
念
事
業
推
進
本
部
に
お
き
ま
し
て
、
そ
の

企
画
お
よ
び
実
施
に
関
し
て
の
審
議
検
討
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
節
目
に
当
た
る
５
月
１
日
に
は
記

念
式
典
を
挙
行
し
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
先
人
た
ち
の
功
績
を
た

た
え
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

　

本
市
で
は
、
第
５
次
阿
南
市
総
合
計
画
に

お
け
る
将
来
像
と
し
て
「
ひ
と
、
ま
ち
、
心

を
つ
な
ぐ
笑
顔
の
光
流
都
市
」
を
掲
げ
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
生
き
生
き
と
輝
き
、
安
全
安

心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
幸
せ
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
市
制
施
行
55
周
年
を
契

機
と
し
て
、
誰
も
が
本
市
へ
の
深
い
愛
着
を

持
ち
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
市

民
と
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
今
後
の
さ
ら
な

る
飛
躍
と
発
展
に
向
け
た
力
強
い
一
歩
と
す

る
た
め
、「
大
好
き
ふ
る
さ
と
阿
南
市
」
を

テ
ー
マ
に
記
念
事
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

仮
称
「
関
西
・
阿
南
ふ
る
さ
と
会
」

の
設
立

　

言
葉
や
文
化
等
に
お
い
て
な
じ
み
の
深
い

大
阪
を
中
心
と
す
る
関
西
圏
に
も
、
本
市
と

ゆ
か
り
の
あ
る
方
が
大
勢
い
る
こ
と
か
ら
、

多
才
な
人
材
を
掘
り
起
こ
し
、
阿
南
市
に
目

を
向
け
て
い
た
だ
こ
う
と
、
こ
の
度
、
大
阪

大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
と
連
携
協
力
し
、

「
ふ
る
さ
と
会
」
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
設
立

総
会
を
平
成
25
年
２
月
下
旬
に
開
催
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
首
都
圏
と
関
西
圏
の
２
大

都
市
圏
に
「
ふ
る
さ
と
会
」
が
誕
生
す
る
こ

と
と
な
り
、
会
員
相
互
の
交
流
や
情
報
交
換

等
を
は
か
る
な
か
で
郷
土
愛
が
育
ま
れ
、
本

市
を
応
援
し
て
い
た
だ
く
機
運
が
さ
ら
に
高

ま
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
と
関
西
と
の
地
縁
活
用
に
よ

る
企
業
間
の
技
術
交
流
や
販
路
拡
大
等
を

テ
ー
マ
と
し
た
「
広
域
連
携
産
業
振
興
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
を
同
日
開
催
す
る
こ
と
に
し
て

お
り
、
現
在
、
そ
の
準
備
も
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

阿
波
遍
路
道
の

国
史
跡
追
加
指
定

　

平
成
24
年
11
月
16
日
に
、
国
の
文
化
審
議

会
に
よ
る
文
部
科
学
大
臣
へ
の
答
申
が
発
表

さ
れ
、
平
成
22
年
度
に
遍
路
道
と
し
て
四
国

初
の
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
阿
波
遍

路
道「
鶴
林
寺
道　

太
龍
寺
道　

い
わ
や
道
」

の
う
ち
「
い
わ
や
道
」
の
延
長
部
と
、
第
22

番
札
所
平
等
寺
に
向
か
う
「
平
等
寺
道
」
の

一
部
を
含
め
た
２
・
75
㌔
が
新
た
に
追
加
指

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
わ
や
道
は
「
龍
の
窟い

わ
や

」
を
経
由
し
な
い

遍
路
道
で
、道
沿
い
に
は
20
基
の
舟
形
丁
石
、

３
基
の
道
標
、
２
基
の
遍
路
墓
が
建
っ
て
お

り
、
古
道
の
景
観
を
保
つ
と
と
も
に
、
こ
れ

ら
の
石
造
物
が
良
好
に
残
存
し
、
条
件
が
す

べ
て
整
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
の
答

申
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
平
等
寺
道
の
一
部
６
６
０
㍍
に
つ

き
ま
し
て
は
、
長
年
、
使
用
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
今
後
、
安
全
性
を
確
認

し
、
遍
路
道
と
し
て
の
機
能
回
復
を
は
か
る

た
め
の
整
備
を
行
う
予
定
で
す
。

　

本
市
に
と
り
ま
し
て
は
、
後
世
に
伝
承
す

べ
き
貴
重
な
財
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
化

財
保
護
法
に
基
づ
く
管
理
団
体
と
し
て
、
徳

島
県
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
保
存
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
遍
路
道
と
し
て
初
め
て
国
史
跡
の

指
定
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
10
月

に
は
、
文
化
庁
主
催
の
「
第
12
回
全
国
歴
史

の
道
会
議
（
徳
島
県
大
会
）」
が
本
市
で
開

催
さ
れ
る
計
画
も
あ
り
、
こ
れ
を
機
に
、
阿

波
遍
路
道
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も

に
、
世
界
遺
産
へ
の
登
録
を
め
ざ
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

12
月
議
会
が
12
月
５
日
か
ら
21
日
ま
で
の
17
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、

市
長
よ
り
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。

今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

12
月
定
例
市
議
会
　
市
長
所
信
　
紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨

部
分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文

を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
後
日
作
成
さ
れ
ま
す
市
議

会
会
議
録
は
市
立
図
書
館
等
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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特
定
任
期
付
職
員
の
採
用　
　
　
　

　

去
る
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
日
弁
連
の
「
ひ
ま
わ
り
求

人
求
職
ナ
ビ
」
に
よ
り
募
集
を
行
う
と
と
も

に
、
10
月
25
日
に
は
日
弁
連
主
催
の
「
任
期

付
職
員
登
用
セ
ミ
ナ
ー
」
に
お
い
て
、
本
市

の
情
報
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
10
人
の
方
か
ら
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
書
類
選
考
で
は
、
弁
護
士

実
務
経
験
１
年
以
上
の
応
募
資
格
を
満
た
し

て
い
な
い
方
、
受
付
期
間
終
了
後
に
郵
送
さ

れ
た
方
を
除
い
た
８
人
を
第
１
次
合
格
者
と

し
、
11
月
22
日
の
第
２
次
個
別
面
接
試
験
を

経
て
、
最
終
的
に
１
人
を
内
定
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
後
、
平
成
25
年
４
月
１
日
の
任
用
に
向

け
て
準
備
を
進
め
、
政
策
法
務
部
門
の
強
化

と
併
せ
、
職
員
の
人
材
育
成
を
は
か
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

募
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

近
年
、各
地
に
お
い
て「
ゆ
る
い
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」、い
わ
ゆ
る
「
ゆ
る
キ
ャ

ラ
」
が
誕
生
し
て
お
り
、
な
か
で
も
、
熊
本

県
の
「
く
ま
モ
ン
」
や
彦
根
市
の
「
ひ
こ

に
ゃ
ん
」
な
ど
は
、
あ
た
か
も
ア
イ
ド
ル
の

ご
と
く
、
幅
広
い
年
齢
層
に
愛
さ
れ
、
地
域

の
活
性
化
や
ま
ち
お
こ
し
の
大
き
な
原
動
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
市
と
し
て
も
、
阿
南
の
魅
力

を
発
信
す
る
た
め
の
象
徴
と
な
る
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
制
作
に
取
り
組
む
こ
と

に
し
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
を
平
成
25
年
１
月
中

旬
か
ら
３
月
中
旬
に
か
け
て「
広
報
あ
な
ん
」

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
広
く
募
集
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
誕
生
し
ま

し
た
ら
、
職
員
が
「
着
ぐ
る
み
」
に
入
り
、

市
内
だ
け
で
な
く
、
県
外
に
お
け
る
各
種

イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペー
ン
な
ど
に
も
出
向
き
、

参
加
者
と
直
接
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
特
性
を
と

ら
え
た
人
々
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
、
愛

く
る
し
い
作
品
が
多
数
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度　
　
　

　

本
市
で
は
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
小
学
校

６
年
修
了
ま
で
を
助
成
対
象
と
し
て
お
り
、

平
成
23
年
度
で
は
医
療
費
扶
助
費
と
し
て
約

２
億
４
５
０
０
万
円
を
要
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
次
代
の
阿
南
市
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
、
家
庭
の
経
済
状
況
等
に
か

か
わ
り
な
く
安
心
し
て
医
療
機
関
等
で
治
療

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
や
、
長
引
く
不
況
下
で

の
子
育
て
家
庭
へ
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、

ま
た
、
少
子
化
対
策
の
さ
ら
な
る
充
実
の
必

要
性
な
ど
、
時
代
の
趨す

う

勢せ
い

や
子
育
て
家
庭
へ

の
支
援
策
に
つ
い
て
総
合
的
に
勘
案
し
た
結

果
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
中
学
校
修
了
ま
で

を
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象
年
齢
に
拡
大

し
た
く
、
今
議
会
に
条
例
の
一
部
改
正
を
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
改
正
に
よ
り
ま
し
て
、
新
た

に
対
象
と
な
り
ま
す
中
学
生
は
約
２
３
０
０

人
、
必
要
な
経
費
は
年
間
約
３
８
０
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

阿
南
中
学
校
校
舎
改
築
工
事　
　

　

阿
南
中
学
校
は
、
昭
和
42
年
に
旧
富
岡
中

学
校
と
旧
見
能
林
中
学
校
が
統
合
し
て
創
設

さ
れ
た
中
学
校
で
、
現
在
使
用
中
の
主
た
る

校
舎
は
、
統
合
後
の
昭
和
44
年
に
建
設
さ
れ

た
も
の
で
す
。
以
来
43
年
が
経
過
し
、
施
設

の
老
朽
化
の
進
行
に
加
え
、
耐
震
性
も
著
し

く
劣
る
こ
と
か
ら
、
生
徒
の
安
全
の
確
保
お

よ
び
教
育
環
境
の
充
実
と
向
上
を
は
か
る
た

め
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
こ
の
度
、
全
面
的
な
改
築
に
着

手
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
概
要
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
お
よ

び
一
部
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建

て
、
延
べ
床
面
積
８
７
３
１
・
91
平
方
メ
ー

ト
ル
の
新
校
舎
と
、
鉄
骨
造
平
屋
建
て
、
延

べ
床
面
積
１
０
６
１
・
57
平
方
メ
ー
ト
ル
の

駐
輪
場
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
予
定
は
、
平
成
24
年
11
月
６
日
に

総
合
評
価
方
式
に
よ
る
一
般
競
争
入
札
を
実

施
し
、す
で
に
落
札
業
者
が
決
定
し
て
お
り
、

今
議
会
で
ご
承
認
を
賜
り
ま
し
た
ら
、
年
明

け
早
々
に
も
工
事
に
取
り
か
か
り
、
平
成
25

年
度
末
に
新
校
舎
完
成
、
そ
の
後
、
既
存
校

舎
の
解
体
を
は
じ
め
、
体
育
館
の
建
設
、
さ

ら
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
実
施
し
、
平
成
27

年
度
末
の
完
了
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

建
設
工
事
が
い
よ
い
よ
本
格
化
し
、
本
体

の
鉄
骨
組
立
と
プ
ラ
ン
ト
機
器
設
置
を
並
行

し
て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

施
設
整
備
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
環
境
と

安
全
に
配
慮
し
、
ご
み
の
焼
却
時
に
発
生
し

た
熱
に
よ
る
廃
棄
物
発
電
や
資
源
の
有
効
利

用
を
推
進
し
、
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
努

め
る
と
と
も
に
、
環
境
学
習
お
よ
び
啓
発
の

場
と
な
る
よ
う
整
備
を
は
か
り
、
循
環
型
社

会
形
成
の
一
翼
を
担
う
施
設
と
な
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に

関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
意
味
合
い
も
兼

ね
、
平
成
25
年
１
月
上
旬
か
ら
２
月
上
旬
の

間
に
お
い
て
本
施
設
の
名
称
を
募
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
募
集
要
項
な
ど
の
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、「
広
報
あ
な
ん
１
月
号
」

お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
広
く
応

募
を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
完
成

予
想
図
や
周
囲
の
景
観
、
ま
た
、
環
境
保
護

な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
と
に
、
市
民
の
方
々

に
親
し
み
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
名
称
が
多

数
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で

す
。

　

な
お
、
今
後
、
プ
ラ
ン
ト
機
器
等
の
搬
入

に
よ
り
ま
し
て
、
工
事
関
係
車
両
の
増
加
も

予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
安
全
対
策
お

よ
び
環
境
保
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
細

心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
近
隣
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
引

き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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一
期
一
会
、
今
日
と
い
う
日
を
人
生
の
大
き
な
思
い
出
に
…
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私
は
、
日
亜
化
学
工
業
株
式
会

社
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
よ
り
安

全
で
高
品
質
な
製
品
を
つ
く
る
こ

と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
趣
味
は

ホ
ッ
ケ
ー
。
成
人
の
部
で
国
体
出

場
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
、
家
の
近
く
を
流

れ
る
桑
野
川
で
よ
く
遊
び
ま
し

た
。
昔
は
泳
げ
る
く
ら
い
き
れ
い

な
川
だ
っ
た
の
で
す
が
…
。
昔
の

よ
う
に
き
れ
い
な
川
に
戻
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

　

近
年
、
生
活
習
慣
病
予
防
な

ど
健
康
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
マ
ラ
ソ
ン
を
し

て
い
る
人
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

日
没
後
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、

防
犯
灯
の
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い

で
す
。

　

防
災
対
策
で
は
、
南
海
地
震
に

よ
る
津
波
浸
水
域
と
さ
れ
る
地
域

の
防
災
施
設
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
で
す
。

　

私
は
、
徳
島
文
理
大
学
人
間
生

活
学
部
心
理
学
科
で
心
理
学
を
学

ん
で
い
ま
す
。
将
来
は
養
護
教
諭

に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

趣
味
は
読
書
や
音
楽
を
聴
く
こ

と
。
長
生
町
は
自
然
豊
か
で
、
特

に
明
谷
梅
林
が
有
名
で
す
。
小
学

生
の
頃
、
自
然
と
触
れ
合
い
な
が

ら
学
び
ま
し
た
。

　

将
来
の
阿
南
市
に
つ
い
て
、
教

育
問
題
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
い
じ
め
や
特
別
支
援

教
育
と
い
っ
た
問
題
に
、
市
、
学

校
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
解
決

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

防
災
対
策
で
は
、
定
期
的
に
防

災
訓
練
を
行
う
な
ど
、
災
害
へ
の

備
え
や
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

取
組
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
陸

上
自
衛
隊
と
連
携
・
協
力
す
れ
ば
、

よ
り
充
実
し
た
防
災
訓
練
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
四
国
大
学
短
期
大
学
部

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
で
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
な
ど
を

学
ん
で
い
ま
す
。
趣
味
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
。
サ
ー
ク
ル
活
動
で
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

橘
と
い
え
ば
、秋
祭
り
の「
だ
ん

じ
り
」
で
す
。
橘
の
だ
ん
じ
り
は

〝
け
ん
か
だ
ん
じ
り
〟
と
呼
ば
れ
、

迫
力
満
点
で
楽
し
い
お
祭
り
で
す
。

　

将
来
の
阿
南
市
に
つ
い
て
、
観

光
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
で
す
。

名
所
づ
く
り
や
観
光
Ｐ
Ｒ
に
力
を

入
れ
て
、
若
者
が
集
ま
る
魅
力
あ

る
阿
南
市
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
、
以
前
に

ア
ル
バ
イ
ト
先
で
避
難
所
を
確
認

し
た
の
で
す
が
、
そ
こ
が
本
当
に

安
全
な
の
か
不
安
を
感
じ
て
い
ま

す
。
各
地
域
に
設
け
ら
れ
た
避
難

所
の
安
全
性
が
確
認
で
き
る
よ
う

な
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
、
阿
南
工
業
高
等
専
門
学

校
機
械
工
学
科
で
、
流
体
（
空
気

の
流
れ
）
に
つ
い
て
の
卒
業
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
趣
味
は

ス
ポ
ー
ツ
。
音
楽
に
も
興
味
が
あ

り
、
ラ
イ
ブ
に
出
掛
け
た
り
し
て

い
ま
す
。

　

加
茂
谷
は
自
然
豊
か
な
ま
ち
で

星
が
と
て
も
き
れ
い
に
見
え
ま

す
。
た
だ
、
ス
ー
パ
ー
が
な
い
の

が
不
便
で
、
幅
広
い
年
齢
層
が
利

用
で
き
る
店
が
で
き
て
ほ
し
い
で

す
。

　

将
来
の
阿
南
市
は
、
雇
用
確
保

に
取
り
組
み
、
若
者
が
Ｕ
タ
ー
ン

し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
ア
グ

リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
に
プ
ロ
野

球
チ
ー
ム
を
迎
え
て
、
子
ど
も
た

ち
に
夢
を
与
え
て
ほ
し
い
で
す
。

　

防
災
対
策
で
は
、
東
日
本
大
震

災
の
教
訓
を
生
か
し
、
避
難
道
路

の
整
備
な
ど
、
早
期
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
阿
南
工
業
高
等
専
門
学

校
建
設
シ
ス
テ
ム
工
学
科
で
建
設

の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
阿
南
市

内
で
就
職
が
決
ま
っ
て
い
て
、
将

来
も
阿
南
市
に
定
住
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
趣
味
は
料
理
。

福
井
町
に
は
子
ど
も
が
遊
べ
る
公

園
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
よ
く
遊
び

ま
し
た
。
自
然
豊
か
で
魚
釣
り
を

し
た
経
験
も
あ
り
ま
す
。

　

将
来
の
阿
南
市
に
つ
い
て
、
若

者
が
集
ま
れ
る
場
所
や
機
会
を
増

や
し
て
、
活
気
あ
る
ま
ち
に
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
、
東
日
本
大
震

災
を
経
験
す
る
ま
で
は
、
地
震
の

怖
さ
な
ど
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え

た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。
講
演
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

新成人と市長による

桑野町
佐野 史弥さん

長生町
豊田 祐実さん

水井町
中田 大貴さん

橘町
後藤田玲奈さん

福井町
表木 恵理さん



輝
か
し
い
２
０
１
３
年
の
新
春
に

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
新
成
人
の
皆
さ
ん
、

ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
阿
南
市
の
若
き
担
い
手
と
し
て

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

去る11月23日、14人の新成人と岩浅市長が「若者と語るふるさとの思い出と将来の阿南市」をテーマに、
幼少の頃の思い出や阿南市の将来などについて語り合いました。

新春座談会
新春企画
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私
は
、
徳
島
医
療
福
祉
専
門
学

校
理
学
療
法
学
科
で
理
学
療
法
に

つ
い
て
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
将

来
は
、
患
者
や
ご
家
族
の
気
持
ち

に
寄
り
添
え
る
理
学
療
法
士
に
な

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
の
頃
、
学
校
の
授
業
で

近
所
の
人
と
野
菜
や
お
米
づ
く
り

を
し
た
こ
と
が
あ
り
、
ふ
る
さ
と

へ
の
愛
着
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　

将
来
の
阿
南
市
は
、
年
齢
や
性

別
、
障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ

ら
ず
、
す
べ
て
の
人
が
住
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
交
通
網
の
整
備
や
建

物
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
大
切
で

す
が
、
交
通
マ
ナ
ー
や
助
け
合
う

気
持
ち
を
育
て
高
め
て
い
く
こ
と

も
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

防
災
対
策
で
は
、
電
柱
や
建
物

な
ど
に
予
想
さ
れ
る
津
波
浸
水
高

を
表
示
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、
避

難
場
所
や
経
路
を
よ
り
具
体
的
に

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
、
徳
島
大
学
医
学
部
医
学

科
で
解
剖
実
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
将
来
は
立
派
な
医
者
に
な
っ

て
、
た
く
さ
ん
の
人
を
助
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
趣
味
は
映
画

鑑
賞
や
音
楽
を
聴
く
こ
と
。
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
に
も
挑
戦
し
て
い

ま
す
。

　

多
く
の
人
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
牛
岐
城
趾
公
園
に
は
、
た

く
さ
ん
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。
父
に
連
れ
ら
れ
、
泣
き
な

が
ら
自
転
車
の
練
習
を
し
た
こ
と

や
…
。

　

将
来
の
阿
南
市
に
つ
い
て
、
美

し
い
自
然
を
残
し
つ
つ
、
子
育
て

し
や
す
い
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
若
者
が
声
を
上

げ
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

防
災
対
策
で
は
、
東
日
本
大
震

災
で
経
験
し
た
「
想
定
外
」
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
し
っ
か

り
と
対
策
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

新成人と市長による

上大野町
亀川 愛理さん

富岡町
岡本雄太郎さん
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私
は
、
阿
南
工
業
高
等
専
門
学

校
電
気
電
子
工
学
科
で
卒
業
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ

活
動
で
は
将
棋
を
し
て
い
ま
す
。

就
職
後
も
地
元
で
働
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
、
よ
く
北
の
脇
海

岸
に
泳
ぎ
に
行
き
ま
し
た
。
数
少

な
い
海
水
浴
場
な
の
で
自
然
環
境

を
守
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

将
来
の
阿
南
市
は
、
若
者
が

ず
っ
と
住
み
た
い
と
思
え
る
よ

う
、
雇
用
や
住
環
境
の
整
備
を
進

め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
、
那
賀
川

地
域
に
は
高
台
が
な
い
の
で
、
避

難
場
所
を
増
や
す
な
ど
の
対
策
を

講
じ
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
が
安
全
に
避
難
で
き
る

よ
う
、
小
・
中
学
校
合
同
の
避
難

訓
練
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
岡
山
大
学
経
済
学
部
経

済
学
科
で
経
営
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
将
来

は
、
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

せ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

幼
い
頃
、
富
岡
町
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
バ
イ
パ
ス
や
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
今
ほ
ど
で
き
て

い
な
く
、
田
ん
ぼ
や
神
社
で
よ
く

遊
ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

将
来
の
阿
南
市
に
つ
い
て
、
駅

前
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
有
効
活

用
し
て
、
起
業
家
の
誘
致
を
進
め

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

防
災
に
つ
い
て
、
沿
岸
部
と
内

陸
部
と
で
地
震
・
津
波
へ
の
意
識

の
差
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
の
啓
発
に
一
考
の
余
地
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

市
長
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

私
は
、
大
手
前
大
学
総
合
文
化

学
部
総
合
文
化
学
科
で
、
地
域
経

済
や
ま
ち
お
こ
し
に
つ
い
て
学
ん

で
い
ま
す
。
将
来
は
、
徳
島
県
内

で
就
職
し
て
、
地
域
に
貢
献
で
き

る
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
趣
味
は
街
の
散
策
や
観
光
。

　

椿
町
は
桜
と
ヒ
ウ
オ
漁
が
有
名

で
す
。
環
境
学
習
で
蒲
生
田
海
岸

に
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
を
見
に
行
っ

た
り
し
た
こ
と
が
思
い
出
で
す
。

　

将
来
の
阿
南
市
に
つ
い
て
、
企

業
誘
致
や
子
育
て
支
援
な
ど
に
力

を
入
れ
て
、
若
者
が
定
住
で
き
る

よ
う
な
住
み
や
す
く
魅
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

防
災
対
策
で
は
、
防
波
堤
の
整

備
や
安
全
な
避
難
場
所
の
確
保
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
徳
島
大
学
工
学
部
建
設

工
学
科
で
構
造
力
学
な
ど
を
学
ん

で
い
ま
す
。
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
。

テ
ニ
ス
な
ど
サ
ー
ク
ル
活
動
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

新
野
町
は
自
然
豊
か
で
空
気
が

お
い
し
い
と
こ
ろ
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
彩

ら
れ
た
阿
南
駅
や
牛
岐
城
趾
公
園

の
景
色
も
魅
力
的
で
す
。

　

将
来
の
阿
南
市
に
つ
い
て
、
若

者
の
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
バ
イ
パ

ス
や
高
速
道
路
を
整
備
す
る
こ
と

が
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

一
つ
の
策
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

防
災
対
策
で
は
、
建
物
・
施
設

な
ど
が
地
震
に
耐
え
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
調
査
し
、
悪
い
箇
所
は
、

補
強
工
事
を
行
う
な
ど
の
対
策
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
調
理
師
専
門
学
校

（
２
年
制
）
に
通
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
１
カ
月
間
の
事
業
者
研
修

中
で
、
会
社
で
働
か
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
研
修
を
通
じ
、
社

会
の
人
々
の
支
え
や
協
力
を
肌
で

感
じ
て
い
ま
す
。
趣
味
は
食
べ
る

こ
と
。
い
ろ
い
ろ
な
店
に
出
掛
け

て
い
ま
す
。

　

見
能
林
地
域
は
近
所
付
き
合
い

が
と
て
も
い
い
と
こ
ろ
。
空
も
海

も
き
れ
い
で
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

将
来
の
阿
南
市
に
つ
い
て
、
娯

楽
施
設
を
充
実
さ
せ
て
、
若
者
が

集
え
る
場
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
で

す
。ご
当
地
グ
ル
メ
を
開
発
し
て
、

食
か
ら
阿
南
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
の
も

い
い
の
で
は
な
い
か
と
。
そ
れ
か

ら
、
中
林
地
区
に
も
っ
と
防
犯
灯

を
設
置
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
、
沿
岸
部

は
津
波
に
よ
る
被
害
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。
沿
岸
地
域
の
津
波
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
新
聞
や
広
報
で

く
わ
し
く
知
ら
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

私
は
、
四
国
大
学
生
活
科
学
部

児
童
学
科
で
保
育
士
に
な
る
た
め

の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
週
に
１

回
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
水
泳
を
教
え
た

り
、
長
期
休
暇
に
は
キ
ャ
ン
プ
や

ス
キ
ー
に
行
っ
た
り
し
て
、
子
ど

も
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

春
の
桜
づ
つ
み
公
園
は
桜
が
と

て
も
き
れ
い
で
、
子
ど
も
の
頃
、

家
族
で
よ
く
花
見
を
し
ま
し
た
。

　

将
来
の
阿
南
市
は
、
自
然
豊
か

で
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

防
災
対
策
で
は
、
個
人
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
避
難
す
る

際
に
手
助
け
が
必
要
な
方
の
生
活

パ
タ
ー
ン
を
事
前
に
調
べ
て
お
く

な
ど
、
一
人
一
人
に
光
を
当
て
た

防
災
計
画
を
作
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
香
川
大
学
法
学
部
法
学

科
で
法
律
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま

す
。
将
来
、
何
に
な
り
た
い
か
は

ま
だ
決
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
の

う
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
資
格
を
取
っ

て
お
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

幼
い
頃
は
、
田
ん
ぼ
や
山
を
走

り
回
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
商

店
街
や
天
神
祭
に
も
よ
く
出
か
け

て
い
ま
し
た
。
地
元
に
帰
っ
て
く

る
と
ホ
ッ
と
し
ま
す
。

　

将
来
の
阿
南
市
は
、
今
よ
り
も

道
路
が
整
備
さ
れ
て
便
利
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
車
が
な

く
て
も
い
ろ
い
ろ
な
所
に
行
け
る

よ
う
な
交
通
手
段
が
あ
れ
ば
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

防
災
面
で
は
、
東
日
本
大
震
災

で
津
波
が
川
を
逆
流
す
る
の
を
見

て
、
堤
防
の
補
強
工
事
な
ど
の
対

策
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。

若
者
が
集
え
る
ま
ち
づ
く
り

　

平
成
23
年
12
月
、
羽
ノ
浦
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ン
ド
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
が
完
成
し
ま
し

た
。
施
設
の
充
実
度
は
四
国
一
と
も
い
わ
れ
、

県
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
同
施
設
は
、
若
者
た
ち
の
熱

意
を
受
け
て
市
が
建
設
し
ま
し
た
。
若
い
皆
さ

ん
か
ら
も
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
声
を
届
け
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。な
お
、映
画
館
や
ボ
ー

リ
ン
グ
場
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

誘
致
に
つ
い
て
は
、
県
南
の
商
圏
人
口
が
少
な

い
た
め
、
誘
致
は
難
し
い
状
況
で
す
。

市
の
防
災
対
策

　

現
在
、
橘
地
区
、
津
乃
峰
地
区
、
ゆ
た
か
の

地
区
に
防
災
公
園
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
橘
地

区
防
災
公
園
は
３
月
に
完
成
し
、
残
り
の
２
地

区
に
つ
い
て
も
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

10
月
末
に
徳
島
県
が
発
表
し
た
津
波
浸
水
予

測
に
基
づ
き
、
平
成
25
年
８
月
以
降
に
津
波
避

難
マ
ッ
プ
と
津
波
避
難
計
画
の
見
直
し
を
行
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
工
事
も
す
で
に
着
工
し
て
お
り
、
平
成

27
年
３
月
末
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
の
南
海
地
震
対
策
事
業

で
は
、
那
賀
川
・
桑
野
川
の
河
口
付
近
の
高
潮

堤
防
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

　

私
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
「
医
・
職
・
住
」
で
す
。

「
医
」
は
病
院
、「
職
」
は
職
場
、「
住
」
は
住

む
こ
と
。
一
般
に
い
う
「
衣
・
食
・
住
」
と
は

異
な
り
ま
す
が
、そ
れ
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
が
誕
生
し
た
昭
和
33
年
当
時
は
財
政
再

建
団
体
で
あ
っ
た
た
め
、
バ
ス
事
業
や
病
院
事

業
な
ど
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
が
、
結
果
的
に
財
政
負
担
に
な
る
こ
と
な
く

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
阿
南
医
師
会
中
央
病

院
や
阿
南
共
栄
病
院
な
ど
、
多
く
の
病
院
に
地

域
医
療
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
職
」
で
は
、
地
元
の
企
業
に
よ
る
積
極

的
な
雇
用
確
保
に
加
え
、
市
で
も
企
業
誘
致
に

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。「
住
」は
ア
メ
ニ
テ
ィ

で
す
。
急
速
に
少
子
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、

こ
れ
か
ら
は
人
口
の
奪
い
合
い
の
時
代
と
い
え

ま
す
。
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
で
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

那賀川町
齋藤 亮輔さん

宝田町
橋本 真吾さん

新野町
青江 匡剛さん

羽ノ浦町
栗本　舞さん
　（司会）企画部長　西田　修

市長コメント （要約）



17 広報 あなん 2013.1

　

私
は
、
阿
南
工
業
高
等
専
門
学

校
電
気
電
子
工
学
科
で
卒
業
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ

活
動
で
は
将
棋
を
し
て
い
ま
す
。

就
職
後
も
地
元
で
働
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
、
よ
く
北
の
脇
海

岸
に
泳
ぎ
に
行
き
ま
し
た
。
数
少

な
い
海
水
浴
場
な
の
で
自
然
環
境

を
守
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

将
来
の
阿
南
市
は
、
若
者
が

ず
っ
と
住
み
た
い
と
思
え
る
よ

う
、
雇
用
や
住
環
境
の
整
備
を
進

め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
、
那
賀
川

地
域
に
は
高
台
が
な
い
の
で
、
避

難
場
所
を
増
や
す
な
ど
の
対
策
を

講
じ
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
が
安
全
に
避
難
で
き
る

よ
う
、
小
・
中
学
校
合
同
の
避
難

訓
練
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
岡
山
大
学
経
済
学
部
経

済
学
科
で
経
営
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
将
来

は
、
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

せ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

幼
い
頃
、
富
岡
町
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
バ
イ
パ
ス
や
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
今
ほ
ど
で
き
て

い
な
く
、
田
ん
ぼ
や
神
社
で
よ
く

遊
ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

将
来
の
阿
南
市
に
つ
い
て
、
駅

前
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
有
効
活

用
し
て
、
起
業
家
の
誘
致
を
進
め

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

防
災
に
つ
い
て
、
沿
岸
部
と
内

陸
部
と
で
地
震
・
津
波
へ
の
意
識

の
差
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
の
啓
発
に
一
考
の
余
地
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

市
長
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

私
は
、
大
手
前
大
学
総
合
文
化

学
部
総
合
文
化
学
科
で
、
地
域
経

済
や
ま
ち
お
こ
し
に
つ
い
て
学
ん

で
い
ま
す
。
将
来
は
、
徳
島
県
内

で
就
職
し
て
、
地
域
に
貢
献
で
き

る
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
趣
味
は
街
の
散
策
や
観
光
。

　

椿
町
は
桜
と
ヒ
ウ
オ
漁
が
有
名

で
す
。
環
境
学
習
で
蒲
生
田
海
岸

に
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
を
見
に
行
っ

た
り
し
た
こ
と
が
思
い
出
で
す
。

　

将
来
の
阿
南
市
に
つ
い
て
、
企

業
誘
致
や
子
育
て
支
援
な
ど
に
力

を
入
れ
て
、
若
者
が
定
住
で
き
る

よ
う
な
住
み
や
す
く
魅
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

防
災
対
策
で
は
、
防
波
堤
の
整

備
や
安
全
な
避
難
場
所
の
確
保
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
徳
島
大
学
工
学
部
建
設

工
学
科
で
構
造
力
学
な
ど
を
学
ん

で
い
ま
す
。
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
。

テ
ニ
ス
な
ど
サ
ー
ク
ル
活
動
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

新
野
町
は
自
然
豊
か
で
空
気
が

お
い
し
い
と
こ
ろ
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
彩

ら
れ
た
阿
南
駅
や
牛
岐
城
趾
公
園

の
景
色
も
魅
力
的
で
す
。

　

将
来
の
阿
南
市
に
つ
い
て
、
若

者
の
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
バ
イ
パ

ス
や
高
速
道
路
を
整
備
す
る
こ
と

が
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

一
つ
の
策
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

防
災
対
策
で
は
、
建
物
・
施
設

な
ど
が
地
震
に
耐
え
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
調
査
し
、
悪
い
箇
所
は
、

補
強
工
事
を
行
う
な
ど
の
対
策
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
調
理
師
専
門
学
校

（
２
年
制
）
に
通
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
１
カ
月
間
の
事
業
者
研
修

中
で
、
会
社
で
働
か
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
研
修
を
通
じ
、
社

会
の
人
々
の
支
え
や
協
力
を
肌
で

感
じ
て
い
ま
す
。
趣
味
は
食
べ
る

こ
と
。
い
ろ
い
ろ
な
店
に
出
掛
け

て
い
ま
す
。

　

見
能
林
地
域
は
近
所
付
き
合
い

が
と
て
も
い
い
と
こ
ろ
。
空
も
海

も
き
れ
い
で
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

将
来
の
阿
南
市
に
つ
い
て
、
娯

楽
施
設
を
充
実
さ
せ
て
、
若
者
が

集
え
る
場
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
で

す
。ご
当
地
グ
ル
メ
を
開
発
し
て
、

食
か
ら
阿
南
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
の
も

い
い
の
で
は
な
い
か
と
。
そ
れ
か

ら
、
中
林
地
区
に
も
っ
と
防
犯
灯

を
設
置
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
、
沿
岸
部

は
津
波
に
よ
る
被
害
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。
沿
岸
地
域
の
津
波
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
新
聞
や
広
報
で

く
わ
し
く
知
ら
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

私
は
、
四
国
大
学
生
活
科
学
部

児
童
学
科
で
保
育
士
に
な
る
た
め

の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
週
に
１

回
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
水
泳
を
教
え
た

り
、
長
期
休
暇
に
は
キ
ャ
ン
プ
や

ス
キ
ー
に
行
っ
た
り
し
て
、
子
ど

も
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

春
の
桜
づ
つ
み
公
園
は
桜
が
と

て
も
き
れ
い
で
、
子
ど
も
の
頃
、

家
族
で
よ
く
花
見
を
し
ま
し
た
。

　

将
来
の
阿
南
市
は
、
自
然
豊
か

で
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

防
災
対
策
で
は
、
個
人
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
避
難
す
る

際
に
手
助
け
が
必
要
な
方
の
生
活

パ
タ
ー
ン
を
事
前
に
調
べ
て
お
く

な
ど
、
一
人
一
人
に
光
を
当
て
た

防
災
計
画
を
作
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
香
川
大
学
法
学
部
法
学

科
で
法
律
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま

す
。
将
来
、
何
に
な
り
た
い
か
は

ま
だ
決
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
の

う
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
資
格
を
取
っ

て
お
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

幼
い
頃
は
、
田
ん
ぼ
や
山
を
走

り
回
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
商

店
街
や
天
神
祭
に
も
よ
く
出
か
け

て
い
ま
し
た
。
地
元
に
帰
っ
て
く

る
と
ホ
ッ
と
し
ま
す
。

　

将
来
の
阿
南
市
は
、
今
よ
り
も

道
路
が
整
備
さ
れ
て
便
利
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
車
が
な

く
て
も
い
ろ
い
ろ
な
所
に
行
け
る

よ
う
な
交
通
手
段
が
あ
れ
ば
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

防
災
面
で
は
、
東
日
本
大
震
災

で
津
波
が
川
を
逆
流
す
る
の
を
見

て
、
堤
防
の
補
強
工
事
な
ど
の
対

策
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。

若
者
が
集
え
る
ま
ち
づ
く
り

　

平
成
23
年
12
月
、
羽
ノ
浦
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ン
ド
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
が
完
成
し
ま
し

た
。
施
設
の
充
実
度
は
四
国
一
と
も
い
わ
れ
、

県
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
同
施
設
は
、
若
者
た
ち
の
熱

意
を
受
け
て
市
が
建
設
し
ま
し
た
。
若
い
皆
さ

ん
か
ら
も
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
声
を
届
け
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。な
お
、映
画
館
や
ボ
ー

リ
ン
グ
場
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

誘
致
に
つ
い
て
は
、
県
南
の
商
圏
人
口
が
少
な

い
た
め
、
誘
致
は
難
し
い
状
況
で
す
。

市
の
防
災
対
策

　

現
在
、
橘
地
区
、
津
乃
峰
地
区
、
ゆ
た
か
の

地
区
に
防
災
公
園
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
橘
地

区
防
災
公
園
は
３
月
に
完
成
し
、
残
り
の
２
地

区
に
つ
い
て
も
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

10
月
末
に
徳
島
県
が
発
表
し
た
津
波
浸
水
予

測
に
基
づ
き
、
平
成
25
年
８
月
以
降
に
津
波
避

難
マ
ッ
プ
と
津
波
避
難
計
画
の
見
直
し
を
行
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
工
事
も
す
で
に
着
工
し
て
お
り
、
平
成

27
年
３
月
末
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
の
南
海
地
震
対
策
事
業

で
は
、
那
賀
川
・
桑
野
川
の
河
口
付
近
の
高
潮

堤
防
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

　

私
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
「
医
・
職
・
住
」
で
す
。

「
医
」
は
病
院
、「
職
」
は
職
場
、「
住
」
は
住

む
こ
と
。
一
般
に
い
う
「
衣
・
食
・
住
」
と
は

異
な
り
ま
す
が
、そ
れ
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
が
誕
生
し
た
昭
和
33
年
当
時
は
財
政
再

建
団
体
で
あ
っ
た
た
め
、
バ
ス
事
業
や
病
院
事

業
な
ど
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
が
、
結
果
的
に
財
政
負
担
に
な
る
こ
と
な
く

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
阿
南
医
師
会
中
央
病

院
や
阿
南
共
栄
病
院
な
ど
、
多
く
の
病
院
に
地

域
医
療
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
職
」
で
は
、
地
元
の
企
業
に
よ
る
積
極

的
な
雇
用
確
保
に
加
え
、
市
で
も
企
業
誘
致
に

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。「
住
」は
ア
メ
ニ
テ
ィ

で
す
。
急
速
に
少
子
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、

こ
れ
か
ら
は
人
口
の
奪
い
合
い
の
時
代
と
い
え

ま
す
。
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
で
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

上中町
平井 健介さん

中林町
原田 恵莉さん

椿町
木本 早紀さん

（司会）企画部長　西田　修



阿南市議会　
正副議長が選任される

　12月５日、阿南市議会12月定例会が開会し、正副議
長、各常任委員会委員、議会運営委員会委員、特別委員
会委員、および組合議会の議員が選任されました。
　なお、各委員会など議員構成については、２月発行予
定の「議会だより」でご紹介します。

橘地域で夜間防災訓練が
実施される

　橘地区自主防災組織による夜間防災訓練が、11月29
日、橘地区防災公園をメーン会場にして行われ、地域住
民約850人が参加しました。午後６時30分、防災無線
から大津波警報が発表されたことが放送されると、懐中
電灯や非常持出袋を持った住民が次々に避難を始めまし
た。橘地区防災公園では、避難者の受付を行った後、橘
地区防災婦人部による炊き出し訓練などが行われまし
た。サッカーの練習を打ち切り、子どもたちと避難して
きた橘ＩＳ少年サッカー監督の島尾晃一さん（44歳）
は、避難中に気づいたことなどを子どもたちから聞き
取ったりして、「防災マニュアルづくりに役立てたい。」
と話していました。

版画家・吹田文明さん
母校の140周年記念に作品を寄贈

　世界を舞台に活躍する版画家・吹田文明さん（阿南市
富岡町出身・東京都在住）が、母校の富岡小学校創立
140周年を記念して、版画作品「十字形」を寄贈しました。
　吹田さんは、現在地に富岡小学校が建設されて初めて
の卒業生（72年前）で、当時の思い出や版画家として
の歩みを振り返り、「人は皆、生まれながらにして才能
というすばらしい宝をもっています。今はまだその才能
に気づいていないかもしれませんが、努力することでそ
の宝は磨かれます。立派な大人になって、日本の未来を
盛り上げてください。」とエールを送りました。

副議長（第53代）
奥田　勇 氏
昭和32年4月3日生
楠根町奥山

議長（第49代）
島尾 重機 氏
昭和18年1月23日生
橘町汐谷

太龍寺本堂など９棟が
国の登録有形文化財指定へ

　12月14日、国の文化審議会は、阿南市加茂町の四国
霊場第21番札所・太龍寺の本堂を含む９棟について登
録有形文化財に登録するよう文部科学省に答申しまし
た。いずれも国の歴史的景観に寄与していると評価され
ました。
　徳島県内で有形文化財に登録された建造物は、これで
108件（39カ所）となりました。今回の答申に盛り込
まれた太龍寺の建造物は次のとおりです。（カッコ内は
建立年）

本堂（1852年）、大師堂（1877年）、御影堂（1878年）、
護摩堂（1901年）、多宝塔（1861年）、六角経蔵（1856
年）、本坊（1895年）、仁王門（1806年）、鐘楼門（1903年）

ニュースオアシス
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阿南市と吉本興業がコラボ！
お笑いの聖地で「光のまち阿南」をPR

　「光のまち阿南10周年」と「吉本興業100周年」を記念
した阿南市と吉本興業の共同イベント「光のまち阿南＆な
んばグランド花月ＰＲ大作戦」が、11月30日～12月28日ま
での１カ月間、お笑いの聖地「なんばグランド花月」前広
場で開催されました。
　オープニングセレモニーで岩浅市長は、吉本興業の関係
者とともにＬＥＤオブジェを点灯し、「小さな街ですが、大
阪で大きなチャレンジをします。この機会に阿南市の名前
を覚えて帰ってください。」とあいさつ。15日㈯、16日㈰に
は、阿南市の観光・物産展も開催されました。

高齢者による高齢者のための
介護支援ボランティア事業が始まる

　高齢者が介護支援ボランティア活動を通じて地域福祉
に貢献し、自らも介護予防に取り組む「介護支援ボラン
ティア事業」が始まり、11月29日、参加者を対象にし
た研修会が行われました。研修会では、市の職員が制度
のしくみや活動内容などを説明した後、家族介護者支援
員の中川貴弘さんによる「認知症」についての講話が行
われました。
　受講した松原和子さん（上中町）は、「以前に婦人部
活動などで施設入所者と交流する機会があり、ボラン
ティア活動でも支援ができたらと考えました。同じ地域
の一員としてお手伝いができれば。」と話していまし
た。ボランティア活動は、市内の９施設で12月から始
まっています。

LED関連企業が
阿南市に研究開発施設を立地

　札幌市に本社を置く株式会社レーザーシステムの研究
開発施設が、阿南市那賀川町中島の市有地（中島保育所
跡地・約2,030㎡）に立地されることになり、11月19日、
徳島県庁において覚書の調印式が行われました。
　同施設はＬＥＤ部品のレーザー加工等の研究開発を行
う施設で、徳島県が進めるＬＥＤバレイ構想に見合った
企業進出で、完成後は５人の新規採用が見込まれるな
ど、市としても大歓迎。調印式では、早期完成を願って、
３者が固い握手をかわしました。同施設は平成25年１月
に着工し、同年夏ごろに完成する予定です。

東京ヤクルトスワローズの館山選手から
ユニフォームが寄贈される

　現役プロ野球選手で東京ヤクルトスワローズの館山昌
平（たてやましょうへい）選手（神奈川県厚木市出身・
31歳・投手）から阿南市にユニフォームが寄贈される
ことになり、12月３日、阿南市東京事務所で寄贈式が行
われました。寄贈式には岩浅市長が出席し、館山選手か
ら「阿南市内の病院で生まれたご縁もあり、野球によ
るまちづくりに取り組む阿南市に少しでも力になりた
い。」とユニフォームが手渡されました。
　寄贈されたユニフォームは、さっそく、あすたむらん
ど徳島で開催していた「野球のまち阿南・野球グッズ展
示会」で披露されました。
　ご寄贈ありがとうございました。
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 ■ ＮＨＫラジオ「ラジオ深夜便のつどい」
 　 公開録音　観覧申込みのお知らせ
NHK ラジオ「ラジオ深夜便のつど
い」の公開録音を行います。深夜に
ラジオをお聞きの皆さんに安らぎを
お届けする「ラジオ深夜便」のアン
カーが、スタジオを飛び出して心温
まるトークをお届けします。
日　時　３月２日㈯　13：30開演
場　所　夢ホール（文化会館）　　入場料　無料
内　容　第１部「明日へのことば」講演会
　　　　　講師：浜内千波（料理研究家）
　　　　第２部「アンカーを囲むつどい」
　　　　　アンカー：明石　勇、石澤典夫
申込方法　往復はがきでお申込みください。　

「往信用裏面」に郵便番号・住所・氏名・電話
番号を、「返信用表面」に郵便番号・住所・氏名
を明記してください。あて先は、〒770-8544 Ｎ
ＨＫ徳島放送局「ラジオ深夜便のつどい」係まで。

申込締切日　２月12日㈫必着
※応募多数の場合は、抽選して入場整理券をお送り
します。くわしくは、ＮＨＫ徳島放送局ホームペー
ジ「イベント情報」をご覧ください。
問い合わせは　NHK 徳島放送局（☎088‐626‐
5996）または文化会館（☎21‐0808）へ

 ■ 明治大学マンドリン倶楽部演奏会　チケット発売
懐かしく、親しみやすい音色のマンドリンで奏で
るクラシックやポップスをお楽しみください。
日　時　３月５日㈫　18：30開演
場　所　コスモホール（情報文化センター）
ゲスト　麻丘めぐみ　
入場料　2,500円（全席自由 )　※当日は500円増し
チケット発売予定日　１月11日㈮
チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、
市民会館、ミリカホール、平惣書店（センター店、羽ノ
浦店、小松島店）ほか
問い合わせは　情報文化センター（☎44‐5000）へ

　 ■ 阿波人形浄瑠璃芝居
 　 中村園太夫座（岡花座）公演
新野町岡花地区に伝わる人形座「中村園太夫座」
は、地区の名前から「岡花座」と呼ばれ親しまれて
います。伝承の技芸は、新野中学校民芸部など若
い人たちにも受け継がれています。郷土の誇り「阿
波人形浄瑠璃」をお楽しみください。　
日　時　１月27日㈰　13：00開演（12：30開場）
場　所　夢ホール（文化会館）
演　目　①式三番叟　②傾城阿波の鳴門〔伝承〕　
　　　　順礼歌の段（人形：新野中学校民芸部）
　　　　③三十三所花の山 壷坂霊験記 沢市内の
　　　　段、山の段　④摂州合邦辻
入場料　100円（高校生以下無料）
チケット販売場所　文化会館、市民会館、情報文
化センター、平惣書店（センター店、羽ノ浦店）
※未就学児の入場はご遠慮ください。無料託児サー
ビスは１週間前までにご予約ください。
問い合わせは　文化会館（☎21‐0808）へ

 ■ 宝くじコンサート　「大阪交響楽団演奏会」
日　時　２月３日㈰　14：00開演（13：30開場）
場　所　夢ホール（文化会館）
入場料　全席指定　一般3,000円、高校生以下1,500円
チケット販売場所
文化会館、市民会館、情報文化センター、アピカ、
フジグラン阿南、平惣書店、小山助学館ほか
※未就学児の入場はご遠慮ください。無料託児サー
ビスは１週間前までにご予約ください。
問い合わせは　文化会館（☎21‐0808）へ

あなん
カルチャー

ホームページアドレス　http://ananscience.jp/science/

親
子
た
こ
作
り
教
室
（
無
料
）

　

親
子
で
た
こ
を
作
っ
た
後
、
た
こ
揚
げ
を

行
い
ま
す
。

日
時　

1
月
６
日
㈰　

午
前
10
時
～
、
午
後

１
時
30
分
～
の
２
回

参
加
方
法　

当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学

セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
各
回
と
も

先
着
順
に
受
け
付
け
し
ま
す
。

定
員　

親
子
10
組

※
た
こ
作
り
に
参
加
し
な
く
て
も
、
た
こ
を

持
参
す
れ
ば
た
こ
揚
げ
に
参
加
で
き
ま
す
。

科
学
の
広
場
（
無
料
）　

　

子
ど
も
向
け
の
簡
単
な
工
作
を
中
心
に
実

施
し
ま
す
。

日
時　

冬
休
み
中
の
午
前
10
時
～
、
午
後
１

時
30
分
～

か
ん
た
ん
天
体
写
真
教
室

デ
ジ
カ
メ
で
月
と
木
星
を
撮
ろ
う　

 

（
有
料
・
要
申
込
）

　

お
持
ち
の
デ
ジ
カ
メ
で
美
し
い
月
と
木
星

を
撮
影
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

１
月
20
日
㈰　

午
後
７
時
～
９
時

（
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
）

対
象　

デ
ジ
カ
メ
を
お
持
ち
で
基
本
操
作
が

で
き
る
方

参
加
方
法　

電
話
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
料　

大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

体
験
型
天
文
講
座

コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
参
加
者
募
集

 

（
有
料
・
要
申
込
）

キ
ッ
ズ
コ
ー
ス　

２
月
９
日
㈯　

午
前
10
時

～
午
後
３
時
（
小
学
１
年
～
３
年
と
そ
の
保

護
者
が
対
象
・
定
員
25
組
50
人
）

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
コ
ー
ス　

２
月
10
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
（
小
学
４
年
～

中
学
生
が
対
象
・
定
員
30
人
）

参
加
方
法　

参
加
申
込
用
紙
（
市
内
の
児

童
・
生
徒
に
は
１
月
中
旬
に
学
校
を
通
じ
て

配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
科
学
セ
ン

タ
ー
に
持
参
・
郵
送
、も
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
料　

１
人
５
０
０
円
（
引
率
の
保
護
者

は
無
料
）
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阿
南
市
の
文
化
財

　
　
　
　
　
阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
湯
浅
　
良
幸 

領
主
と
領
民
⑵

　
　

領
主
は
占
領
軍

　

戦
国
時
代
、
領
主
は
正
に
占
領
軍
だ
っ

た
。
天
下
人
が
代
わ
る
と
守
護
・
地
頭
も

代
わ
っ
た
。
た
と
え
ば
足
利
氏
が
天
下
を

と
る
と
阿
波
国
守
護
職
に
は
細
川
氏
が

入
っ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
地
頭
・
領
主
も

代
わ
っ
た
。
た
い
て
い
他
国
人
だ
っ
た
。

阿
南
市
で
い
え
ば
東
条
氏
、
四
宮
氏
、
新

開
氏
、
安
宅
氏
、
仁
木
氏
、
森
氏
皆
々
し

か
り
で
あ
る
。
だ
か
ら
短
期
間
に
領
主
が

代
わ
る
こ
と
が
多
い
。

　

現
在
だ
と
、
知
事
や
市
長
に
当
選
し
、

あ
る
い
は
官
公
庁
の
長
に
着
任
す
る
と
直

ち
に
権
限
を
行
使
出
来
る
。

　

し
か
し
、戦
国
時
代
は
そ
う
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
蜂
須
賀
氏
が
阿
波
国
を
も
ら
っ

て
も
抵
抗
す
る
勢
力
は
多
い
。
細
川
氏
、

三
好
氏
、
長
宗
我
部
氏
の
旧
臣
、
残
党
が

地
域
で
あ
な
ど
れ
ぬ
力
を
持
っ
て
い
る
。

新
た
な
権
力
者
に
従
わ
な
い
者
が
少
な
く

な
か
っ
た
。

　

蜂
須
賀
氏
は
尾
張
国
蜂
須
賀
村
の
土
豪

で
先
祖
の
小
六
正
勝
は
一
部
に
は
盗
賊
と

の
説
も
あ
り
、
こ
ん
な
逸
話
が
あ
る
。

　

蜂
須
賀
茂
韶
が
明
治
天
皇
に
拝
謁
し

た
。
天
皇
が
部
屋
へ
入
っ
て
く
る
と
茂
韶

が
来
客
用
の
煙
草
を
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
へ
入

れ
る
の
を
見
付
け
「
や
っ
ぱ
り
先
祖
の
血

は
争
え
ん
の
う
」
と
言
っ
た
と
か
言
わ
な

か
っ
た
と
か
。
こ
れ
は
面
白
お
か
し
く
伝

え
ら
れ
た
話
で
あ
る
。
も
っ
と
も
天
皇
は

蜂
須
賀
氏
の
出
自
を
聞
い
て
い
た
よ
う

だ
。
蜂
須
賀
氏
も
盗
賊
説
に
悩
ま
さ
れ
、

歴
史
家
の
渡
辺
世
祐
博
士
に
頼
ん
で
「
蜂

須
賀
家
記
」
を
書
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
戦

功
に
よ
り
阿
波
国
十
七
万
五
千
石
余
、

も
っ
と
も
赤
松
氏
の
置お

塩し
お

領
、
一
万
石
、

毛
利
氏
の
兵ひ

い

橘き
つ

領
千
八
十
石
余
を
除
く
地

を
も
ら
い
徳
島
市
一
宮
城
へ
入
っ
た
。

　

と
く
に
新
た
な
侵
入
者
蜂
須
賀
氏
の
入

国
に
激
し
く
抵
抗
し
た
勢
力
は
少
な
く
な

い
。
仁
宇
（
那
賀
山
分
）、
大
粟
（
名
西

山
分
）、
祖
谷
（
美
馬
山
分
）
の
土
豪
に

よ
る
抵
抗
は
激
し
か
っ
た
。
こ
れ
ら
山
分

の
土
豪
は
長
宗
我
部
の
阿
波
侵
入
の
際
、

い
ち
早
く
味
方
し
た
。
長
宗
我
部
も
そ
の

た
め
土
豪
、
名
主
の
領
地
と
身
分
を
保
証

し
た
。

　

蜂
須
賀
氏
も
こ
れ
ら
の
地
域
の
鎮
圧
に

数
年
を
要
し
た
。
や
が
て
、
こ
れ
ら
の
土

豪
た
ち
の
領
地
を
没
収
し
た
が
、
代
わ
り

に
政ま

所ど
こ
ろ

（
庄
屋
・
名
主
）、
郷
士
な
ど
に

任
命
し
て
妥
協
を
図
っ
た
。
と
く
に
祖
谷

山
の「
名
子
制
度
」は
妥
協
の
産
物
で
あ
る
。

　

元
和
三
（
一
六
一
七
）
年
祖
谷
山
代

官
渋
谷
安
太
夫
が
栗
枝
渡
八
幡
宮
の
神

宝
「
朝
千
鳥
」（
琵
琶
）
や
名
主
の
脇
差

を
召
し
上
げ
た
。
召
し
上
げ
た
脇
差
は
伯

耆
守
安
綱
の
銘
刀
外
二
十
六
腰
だ
っ
た
。

元
和
六
年
そ
の
刀
の
持
主
十
八
名
が
百
姓

六
百
七
十
人
を
引
き
連
れ
徳
島
城
へ
押
し

か
け
刀
の
返
還
を
迫
っ
た
。

　

以
来
、
喜
多
安
左
衛
門
に
祖
谷
山
の
総

百
姓
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
主
に
名
内
の
百
姓

を
勝
手
に
召
し
使
う
特
権
を
与
え
た
。

　

こ
の
た
め
祖
谷
山
に
は
百
姓
以
下
の
身

分
の
名
子
（
農
奴
）
が
幕
末
ま
で
存
在
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

（
続
く
）一宮城跡

問
い
合
わ
せ
は　

科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42
‐
１
６
０
０
）
へ

１
月
の
休
館
日
　

７
日
㈪
、
15
日
㈫
、
21
日
㈪
、
28
日
㈪

親
子
た
こ
作
り
教
室
（
無
料
）

　

親
子
で
た
こ
を
作
っ
た
後
、
た
こ
揚
げ
を

行
い
ま
す
。

日
時　

1
月
６
日
㈰　

午
前
10
時
～
、
午
後

１
時
30
分
～
の
２
回

参
加
方
法　

当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学

セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
各
回
と
も

先
着
順
に
受
け
付
け
し
ま
す
。

定
員　

親
子
10
組

※
た
こ
作
り
に
参
加
し
な
く
て
も
、
た
こ
を

持
参
す
れ
ば
た
こ
揚
げ
に
参
加
で
き
ま
す
。

科
学
の
広
場
（
無
料
）　

　

子
ど
も
向
け
の
簡
単
な
工
作
を
中
心
に
実

施
し
ま
す
。

日
時　

冬
休
み
中
の
午
前
10
時
～
、
午
後
１

時
30
分
～

か
ん
た
ん
天
体
写
真
教
室

デ
ジ
カ
メ
で
月
と
木
星
を
撮
ろ
う　

 

（
有
料
・
要
申
込
）

　

お
持
ち
の
デ
ジ
カ
メ
で
美
し
い
月
と
木
星

を
撮
影
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

１
月
20
日
㈰　

午
後
７
時
～
９
時

（
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
）

対
象　

デ
ジ
カ
メ
を
お
持
ち
で
基
本
操
作
が

で
き
る
方

参
加
方
法　

電
話
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
料　

大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

体
験
型
天
文
講
座

コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
参
加
者
募
集

 

（
有
料
・
要
申
込
）

キ
ッ
ズ
コ
ー
ス　

２
月
９
日
㈯　

午
前
10
時

～
午
後
３
時
（
小
学
１
年
～
３
年
と
そ
の
保

護
者
が
対
象
・
定
員
25
組
50
人
）

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
コ
ー
ス　

２
月
10
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
（
小
学
４
年
～

中
学
生
が
対
象
・
定
員
30
人
）

参
加
方
法　

参
加
申
込
用
紙
（
市
内
の
児

童
・
生
徒
に
は
１
月
中
旬
に
学
校
を
通
じ
て

配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
科
学
セ
ン

タ
ー
に
持
参
・
郵
送
、も
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
料　

１
人
５
０
０
円
（
引
率
の
保
護
者

は
無
料
）
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の
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　「小さい港、凪の海面、空模様、
この３つの条件がそろってはじめ
て撮れる写真でした。きれかった
なぁ。」と、市文化祭出展作品「遭
遇」を振り返る撫中さん。雨の日
以外はほぼ毎朝、カメラを持って出
掛けるという熱血カメラマンです。
ゴルフ仲間に誘われたのがきっかけ
で、10年前から本格的に写真を始め
ました。
　「歴史が好きで、よく古城巡りを
しました。北は青森、南は鹿児島
まで、城跡の石垣ばっかり撮ってき
ました」。写真だけでなくメモも欠か
さずとってきた撫中さん。「そうする
ことで記憶も鮮明に残るけんな」。
その熱心さはカメラ仲間も感心する
ほどです。
　椿泊町で生まれ育った撫中さん
は、カメラを持つと自然と椿方面に
足が赴くといいます。「漁港に出入り
する漁船や水揚げしている光景が
好きでな。明かりの下で夫婦が作業
しているのを見ると、ええなぁって思
うんよ」。長年、海の仕事に携わっ
てきた撫中さんには、だるま朝日も
また魅力的な存在。「一口に『だる
ま朝日』といっても、赤、白、黄色と
さまざま。50日通っても３～４回くら
いしか見れんけど、年賀状に使えた
らと思って…」。童心に返ったような
笑顔でこんなアドバイスも。「カメラ
を常に持ち歩くことも、いい写真を
撮る技術の一つ。それと、よう歩くけ
ん健康にもいいですよ」。

撫中　健一さん
（83歳・津乃峰町）

カメラはいつも持ち歩く！
写真は健康のバロメーター

　「どちらかといえば人物を撮るこ
とが多いですね」。40年間過ごした
神奈川県から帰郷した12年前に、
本格的に写真を始めたという福井
さん。「元気なうちにいろいろな所
に行っておきたい」と、週末には夫
婦で出掛けて、二人三脚で写真ラ
イフを満喫しています。
　「これからの季節は『椿町のヒウ
オ漁』がおすすめです。県外のカ
メラマンにも人気のスポットで、夕
日に映える四つ手網がとても美しく
風情を感じます。椿泊の町並みや
木漏れ日の遍路道を行く歩き遍路
も情緒があっていいですね。」と、
ほほえましく語る福井さん。こんな
エピソードも。「香川県でのこと。
中林海岸というすばらしいところが
あるのに、どうしてここまで…と言
われてハッと思いました。見慣れた
風景には感動が少なく、そのすばら
しさが見えにくくなっていることも事
実。裏返せば、非日常は日常の中
にもあるということですね」。そうい
いながら、中林海岸の朝焼けを熱
心に撮り続けています。「写真は光
と影の世界。朝夕の陽光が織りな
す光と影を上手に捉えて、その一
瞬の感動を切り取ることで、深みの
あるいい作品ができると思います。
子どもの写真を撮るときは、おしゃ
べりをして心をほぐしてあげると自
然な写真が撮れますよ。その場の
雰囲気を楽しめるのも写真の魅力
の一つですね」。

福井　純子さん
（69歳・宝田町）

朝夕の光と影を捉えて　
一瞬の感動を切り取って

　

昨
年
４
月
か
ら
平
成
25
年
３
月
ま
で
、
１
年
間
の
撮
影

期
間
を
設
け
て
募
集
し
て
い
る
「
阿
南
風
景
百
選
」
も
、

残
す
と
こ
ろ
３
カ
月
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
第
41
回
阿
南
市
文

化
祭
（
写
真
部
門
）
の
受
賞
者
の
皆
さ
ん
に
、
日
頃
の
写

真
活
動
へ
の
思
い
や
「
阿
南
風
景
百
選
」
へ
の
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

応
募
要
領
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
商
工
観
光
労
政
課
（
☎
22
‐
３
２
９
０
）
へ

季
節
は
冬
か
ら
春
へ
と最

後
の
お
願
い
…

阿
南
風
景
百
選

応募期間
４月１日㈪〜19日㈮
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　「ファインダーをのぞいて構図を
考えているひとときが楽しくて…」。
友人から借りたカメラのシャッター
音にひかれ、15年前に写真を始めた
埴淵さん。「朝焼けに染まる中林海
岸の景色が好きで、よく通いまし
た。当時の写真には美しい砂浜が
写っていますが、度重なる台風の
襲来で砂は削り取られ、当時の面
影は残っていません。自然は刻々
とその表情を変えるもの。地域行
事も同じです。そんな自然や地域
の営みを写真に切り取っておくこと
で、記憶を未来に伝えることができ
ます。行く先々で出会った感動を思
い出として残せるのも写真の魅力の
一つ。自分が病床に伏したとき、
写真が自分を励ましてくれるような
気がしています」。
　やさしい口調で写真の魅力に触
れながら、こう続けました。「写真
の世界に “ 撮って極楽、見て地獄 ”
という言葉があります。燃え盛る紅
葉に感動してシャッターを切ったは
ずなのに、写真からは少しも感動
が伝わってこない。どう撮れば、
心に響いた感動を写真で表現でき
るのか…。写真の難しさであり醍
醐味といえます。心も風景も殺風
景なこれからの季節は、花のたより
を待ち焦がれる季節でもあります。
『だるま朝日』『那賀川に映り込む
朝日』『渡り鳥』もおすすめ。心に
響く写真が撮れたら、ぜひ応募し
てみてくださいね」。

埴淵　節子さん
（67歳・羽ノ浦町）

刻 と々表情を変える自然や
地域の営みを残したい

　「１日2,000枚撮っても、これと思
える写真は２枚か３枚。それでも
帰ってからパソコンに向かうのが楽
しみで。」と、にこやかに語る山下
さん。県美術展に挑戦し続けて21
年、友人から教わった高度なパソ
コン操作も習得し、作品づくりに没
頭する日々を過ごしています。
　「写真はピント、露出、構図で決
まると思います。魅力的な風景を探
すときは “ 太陽に向かって歩け ” が
基本。人物は、順光よりも斜光で
撮るとより深みのある写真になりま
す。冬場の太陽は高度が低く、大
気の層を長く通るため、光が赤っぽ
く見えます。特に、朝夕の陽光は美
しく、その光を利用することで、よ
り魅力的な写真を撮ることができる
でしょう。草花を撮るときはマクロ
レンズを使うとダイナミックな写真
が撮れます。ＬＥＤの光を撮るとき
は夕暮れ時が最適。人をシルエッ
トとして入れてみるのもおもしろい
かも。何より大切にしたいのは、
現場でのコミュニケーションですか
ね」。カメラ仲間とともに、長年、そ
の腕前を磨いてきた山下さんらしい
言葉が並びます。「写真は一期一会
を記録することでもあります。今年
撮った風景が来年も同じように撮れ
るか、といえばそうではありません。
その時々の出会いを大切にしたいで
すね。この１年間にしか出会えない
阿南の風景を写真に残して、後世
に伝えませんか」。

山下　助信さん
（73歳・富岡町）

写真は一期一会の記録

　「サラリーマン時代に友人と登っ
た北アルプスから見た夕景に心を奪
われ、写真の世界に引き込まれまし
た」。以来、20年余り山の写真を撮
り続けた紅露さん。新聞販売店を
継いでからは地域にカメラを向けて
きました。「いろんなジャンルの写真
を撮り始めてから、いっそうおもし
ろくなりました。私の写真は芸術的
というよりも素人好みの写真です。
あまり技術を駆使せず、撮られた人
に喜んでもらえる写真が撮れたらと
思っています」。談笑する客室には、
気さくな人柄が表れた作品が数多く
飾られています。
　紅露さんは、長年撮りためた写
真を大切に保管しています。「明谷
幼稚園が建っていた頃の写真がほ
しいという方がいて、撮っておいた
写真をあげたらとても喜んでくれま
した。残しておけばいつかは役に立
つ。そんな思いもあって、街並みや
建物の写真も残しています」。撮っ
て楽しい、あげてうれしい、残してた
めになる、そんな写真ライフを送る
紅露さんのおすすめは。「雪景色で
しょうか。特に、雪化粧したお寺は
風情があって魅力的です。昔は、
年に５、６日は雪が積もる日があり
ましたが、これからは貴重になるか
も。『正月の神事』『駅伝』『シラス
ウナギ漁』『梅や椿』もおすすめで
す。いい風景は意外と身近なところ
にあるもの。気づきを大切に、たくさ
んの作品が集まればいいですね」。

紅露　儀一さん
（66歳・桑野町）

撮って楽しい あげてうれしい
残してためになる写真を



ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動

「
元
気
で
い
こ
か
い
」
に

取
り
組
ん
で

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
、
介
護

予
防
対
策
の
一
助
に
な
れ
ば
と
、

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
「
元
気

で
い
こ
か
い
」
に
取
り
組
ん
で

５
年
が
経

過
し
ま
し

た
。
高
齢

者
お
世
話

セ
ン
タ
ー

の
支
援
や

社
会
福
祉

協
議
会
か

ら
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
民

生
委
員
・
女
性
部
・
協
議
会
・

町
内
会
の
各
会
長
と
そ
の
Ｏ
Ｂ

が
推
進
員
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

地
域
の
高
齢
者
に
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
だ

き
、
元
気
で
暮
ら
し
て
い
け
る

交
流
の
場
と
し
て
、
２
カ
月
に

一
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
健
康
測
定
や
健
康
体
操

を
は
じ
め
、
交
通
安
全
・
お
れ

お
れ
詐
欺
対
策
等
の
講
習
会
、

落
語
・
健
康
講
話
等
の
講
演
会
、

芸
能
発
表
会
、
お
花
見
食
事

会
、
ミ
ニ
ス
ポ
ー
ツ
・
ゲ
ー
ム

と
い
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
行
事
も
さ
ま
ざ
ま
。
参
加

者
は
30
人
～
45
人
で
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
65
歳
～
80
歳
の
女
性

で
す
。
男
性
の
方
に
も
参
加
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

行
事
に
よ
っ
て
は
参
加
者
が
増

減
し
ま
す
が
、
参
加
制
限
を
し

て
い
な
い
の
で
、
初
め
て
の
方

も
大
歓
迎

で
す
。

　

何
と
か

５
年
間
活

動
を
続
け

て
き
ま
し

た
が
、
そ

ろ
そ
ろ
ネ

タ
が
切
れ
そ
う
で
、「
次
の
行

事
は
何
を
す
る
か
」
が
悩
み
の

種
で
す
。
い
い
ネ
タ
が
あ
れ
ば

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
た

い
。
参
加
者
か
ら
は
好
評
を
得

て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」。

そ
の
活
動
を
絶
や
さ
な
い
よ

う
、
推
進
員
一
同
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　

次
は
、
畭
町
の
松
原
良
明
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

見能林町

池添 哲哉さん

460
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短
　
歌 

�

阿
南
市
文
化
祭
短
歌
大
会�

選

市
長
賞 

　
　
　
　

島
尾　
　

妙

稲
の
原
吹
き
渡
る
風
の
足
跡
を

ず
っ
と
ず
っ
と
ず
っ
と
眺
め
る

議
長
賞　

 

　
　
　

谷
一　

民
子

池
の
鯉
見
事
な
ジ
ャ
ン
プ
五
重
丸

落
ち
葉
を
ぬ
ら
す
水
し
ぶ
き
か
な

教
育
長
賞　

 

　
　

臣
永　

悦
子

土
用
干
し
の
梅
の
写
真
の
あ
る
便

り
二
児
育
て
い
る
孫
よ
り
届
く

互
選
賞 

　
　
　
　

松
島　

博
子

生
き
方
は
器
用
と
言
え
ぬ
夫
の
手

は
四
十
五
ト
ン
の
ク
レ
ー
ン
操
る

互
選
賞 

　
　
　
　

丸
山
三
千
代

暑
に
耐
え
て
稲
刈
り
終
え
し
こ
の
夕

べ
や
す
ら
ぐ
夜
半
に
雨
音
を
聞
く

互
選
賞 
　
　
　
　

川
口　

節
子

あ
わ
あ
わ
と
月
の
色
し
て
オ
ク
ラ
咲

き
ひ
と
日
の
花
を
い
の
ち
に
つ
な
ぐ

入
選 

　
　
　
　
　

黒
部　

君
代

鶏
頭
が
初
秋
の
風
に
太
り
つ
つ
彼

岸
に
向
き
て
夕
焼
に
燃
ゆ

中
学
生
「
短
歌
の
ポ
ス
ト
」
投
稿
歌

入
選　

 

　
　
　
　

相
原　
　

涼

向
日
葵
に
向
か
っ
て
声
を
か
け
て

い
る
そ
の
君
こ
そ
が
太
陽
の
よ
う

入
選　

 

　
　
　

畠
山　

敬
絵

リ
ン
リ
ン
と
私
の
上
で
歌
っ
て
る

そ
よ
風
そ
そ
る
魔
法
の
音
色

入
選　

 

　
　
　
　

西
條　

賢
人

あ
な
た
か
ら
渡
し
て
も
ら
い
あ
の

人
へ
バ
ト
ン
が
つ
な
ぐ
一
本
の
絆

入
選 

　
　
　
　
　

中
島　

佳
太

忘
れ
る
な
戦
争
の
こ
と
原
爆
を
未

来
に
届
け
平
和
の
手
紙

入
選　

 

　
　
　
　

竹
田　

菜
緒

伝
え
た
い
事
は
た
く
さ
ん
あ
る
け

れ
ど
今
は
こ
れ
だ
け
「
あ
り
が
と

う
」

入
選　

 

　
　
　
　

黒
川　

瑞
季

コ
ス
モ
ス
を
見
る
た
び
思
い
出
よ

み
が
え
る
写
真
に
残
せ
ぬ
あ
の
日

の
記
憶

入
選　

 

　
　
　
　

原
田
奈
々
子

帰
り
道
空
に
広
が
る
夕
焼
け
が
私

を
ど
ん
ど
ん
染
め
て
い
く
よ

入
選　

 

　
　
　
　

大
谷　

奈
々

友
達
と
ふ
ざ
け
て
歩
く
帰
り
道
残

り
何
回
笑
え
る
だ
ろ
う

俳
　
句	

�

阿
南
市
俳
句
連
合
会�

選 

 

大
川　
　

功

流
木
も
活
け
て
世
に
出
る
文
化
祭

 

山
根　

渓
風

耳
癈し

い

て
自
適
の
日
々
も
冬
に
入
る

 

岡
久　

玲
子

潮
風
を
受
け
て
潤う

る

目め

の
乾
き
お
り

 

中
富　

範
子

ロ
ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
建
屋
冬
茜

 

阿
部　

和
恵

小
春
日
や
一
人
居
の
膝
猫
の
お
り

 

表
原　

清
美

ま
る
き
背
を
伸
ば
し
て
見
入
る
冬

紅
葉

 

河
野
千
枝
子

マ
ネ
キ
ン
も
七
五
三
な
る
写
真
館

 

金
本
ひ
ろ
み

顔
埋
め
茎
漬
の
桶
洗
ひ
け
り

 

神
原　

鹿
山

叙
勲
者
に
友
の
名
の
あ
り
菊
日
和

 

阿
部　

雅
代

秋
の
夜
や
ど
こ
へ
旅
す
る
飛
行
機

ぞ川
　
柳	

�

阿
南
川
柳
会
　
髙
木
旬
笑�

選

 

萩
野
ひ
と
み

川
柳
に
出
会
え
て
嬉
し
憂
さ
晴
れ

る

 

原　

公
美
子

義
理
チ
ョ
コ
も
嬉
し
い
の
で
す
お

じ
さ
ん
は

 

野
村　

敏
子

肩
書
き
が
な
く
て
聞
こ
え
る
裏
話

 

持
木　

寿
栄

出
番
な
く
欠
伸
し
て
い
る
２
カ

ラ
ッ
ト

 

髙
木　

旬
笑

入
れ
歯
に
も
伺
い
た
て
る
雑
煮
餅



巡回日 駐　車　場　所 時　　　間
8日 ㈫ 阿 南 荘 前 13：30～14：00

老人ホーム福寿荘前 14：20～14：50
王 子 製 紙 社 宅 前 15：00～15：30

9日 ㈬ 新 野 公 民 館 前 13：45～14：20
新 野 駅 前 14：30～15：00

10日 ㈭ 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50～13：20
加 茂 谷 幼 稚 園 前 13：40～14：20
大 野 公 民 館 前 14：30～15：00

11日 ㈮ 福 井 中 学 校 前 12：50～13：30
旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45～14：10
橘 団 地 前 14：30～15：00

巡回日 駐　車　場　所 時　　　間
18日 ㈮ 桑野コミュニティセンター前 14：00～14：40

山 口 分 館 前 14：50～15：20
22日 ㈫ 上 中 分 館 前 14：15～14：45
23日 ㈬ 大 潟 分 館 前 14：00～14：30

見 能 林 公 民 館 前 14：40～15：10
24日 ㈭ 椿 公 民 館 前 13：45～14：15

旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30～15：00
25日 ㈮ 長 生 公 民 館 前 13：30～14：00

宝 田 公 民 館 前 14：10～14：40
29日 ㈫ 橘町旧井内新聞店前 13：50～14：30

阿 南 県 営 住 宅 前 14：40～15：10

１月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

阿 南 図 書 館
9:00 ～ 18:00

土日は 17:00 まで
休 休 休 休 　 ☆ 休 　 　 ★ 　 　 ☆ 休 休 　 　 　 　 ☆ 休 　 　 ★ 　 　 ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00 ～ 18:00

休 休 休 休 ◎ ☆ 休 　 　 　 　 ◎ ☆ 休 休 　 　 　 ◎ ☆ 休 　 　 　 　 ◎ ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00 ～ 18:00

休 休 休 休 ☆ 休 　 　 　 ☆ 休 休 ☆ 休 　
　
　

☆ 蔵書点検による
特別休館日

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏）

阿 南 図 書 館  　　

☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　14：00 ～ 15：00
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第 2・第 4 木曜日）　10：30 ～ 11：00  

那賀川図書館  　　

☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11：00 ～
◎中学生によるピアノ演奏  
　毎週土曜日　10：00 ～（約10分間）
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　１月はお休みです。

羽ノ浦図書館  
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00 ～

 蔵書点検による特別休館日のお知らせ
羽ノ浦図書館：１月28日㈪～ 2月 1日㈮
阿南図書館：２月 4日㈪～ 2月 8日㈮
那賀川図書館：２月18日㈪～ 2月22日㈮

　蔵書点検中の図書館は、本の貸出・返却・予約等すべ
ての業務が停止します。返却ポストも利用できません。
本を返却される場合は、ほかの２館にお返しください。

  蔵書点検って何？

蔵書点検とは館内にある図書を１冊
ずつデータと照らし合わせて、その
所在を点検・確認することです。

移動図書館「わかたけ号」　12月の巡回日程

どなたでも無料でご利用いただけます。なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。  阿南図書館　☎ 23‒2020
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※新移動図書館車の準備にともない、２月は返却のみです。３月は巡回いたしません。



市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。
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阿南第九の会 第4回演奏会
 
日時　２月３日㈰
　　　14：00開演（13：30開場）
場所　コスモホール
内容　▶日本の歌 ｢冬景色｣ ほか▶オペ
ラアリアと合唱「ナブッコ」ほか▶ベートー
ヴェン作曲交響曲第九番より第4楽章
入場料　1,000円（高校生以下無料）
※前売りチケットはコスモホールで販売し
　ています。

 阿南第九の会事務局
　 （☎090－3611－3106）へ

阿南市軟式野球連盟
加盟登録を受付します
平成25年度阿南市軟式野球連盟への加
盟登録を受付します。
受付クラス　▶一般の部（年齢制限なし・
学生を除く）▶壮年の部（40歳以上）▶
実年の部（50歳以上）
受付期間　１月20日㈰～２月12日㈫
申込み・問い合わせは
阿南市軟式野球連盟事務局　阿部
（☎090－8974－6985）へ

第45回
阿南市社会
福祉大会・
阿南市ボランティアフェスティバル
 
「明るく住みよいまち〝阿南〟」の実現を
めざして、阿南市の福祉増進に寄与され
た方々をたたえる阿南市社会福祉大会を
開催します。お子さま向けの楽しいイベ
ントが盛りだくさんの阿南市ボランティア
フェスティバルを同時開催します。
日時　１月19日㈯ 10：00～（9：30～受付）
場所　夢ホール、富岡公民館

 社会福祉協議会（☎23－7288）へ

阿南ロータリークラブ主催
第25回小学生一輪車記念大会
一輪車大会は平成元年から始まり、阿南
市内外の小学校から総勢250人余りが参
加する大会です。応援よろしくお願いしま
す。
日時　１月６日㈰　12：00～
場所　阿南工業高等学校グラウンド

 阿南ロータリークラブ
　 （☎23－3988）へ
　 http://www.anan-rc.com

県民の運動・スポーツの実態に
関するアンケート調査を実施 
今後のスポーツ推進の基礎資料とするこ
とを目的に「県民の運動・スポーツの実態
に関するアンケート調査」を実施しますの
でご協力ください。
調査期間　１月中旬～１月31日㈭
調査方法　無作為抽出による郵送での調
　　　　　査・回答

 徳島県県民スポーツ課
　 （☎088－621－2113）へ

小学生～高校生のための
春休み海外派遣参加者募集 
内容　ホームステイ、文化交流など
日時　３月24日㈰～４月５日㈮の内、9～
　　　11日間
派遣先　アメリカ、イギリス、カナダ、
　　　　カンボジア、フィジー
対象　小学3年生～高校3年生
参加費　298,000円～438,000円
　　　　（共通経費は別途必要）
申込締切日　２月４日㈪

  ㈶国際青少年研修協会
　 （☎03－6459－4661）へ

とくしまアグリテクノスクール
「地域あぐり研修」受講生募集
内容　受講生が希望する農作物の栽培方
　　　法や農産物加工などの実地研修
期間　県内の先進農家で５日間
　　　※農業未経験者を対象にした１日
　　　　入門コースもあります。
用件　県内の就農者または就農予定者
　　　※入門コースは農業に関心のある方
申込方法　申込書を提出してください。
書類請求・提出・問い合わせは
徳島県農林水産総合技術センター
普及教育課（☎088－621－2427）へ

行政書士による無料相談会
許認可手続きについて知りたい方は、ぜ
ひご相談ください。
日時　１月19日㈯　9：00～12：00
場所　ひまわり会館
内容　行政に係る許認可手続き（農地転
　　　用、建設業関係、開発許可、自動
　　　車運送関係等）

 徳島県行政書士会徳島南部支部
　 （☎42－3173）へ

阿南光のまち
ステーションプラザ
 
■展示コーナー　　10：00～20：00
　○賀上書道教室作品展
　　４日㈮～20日㈰
　○フェルトスイーツ＆パッチワーク
　　作品展
　　22日㈫～２月３日㈰

体験コーナーの利用者を募集しています。

阿波踊り活竹人形作り、
星形あんどん作り常時開催中！

 光のまちステーションプラザ
　 （☎24－3141）へ

1 月の
催し



広報あなん３月号への掲載は
１月31日㈭までにお届けください。
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あなん子ども太鼓クラブ
会員募集 
日本の子どもに日本の太鼓を！
和太鼓の響きで、地域文化発展、親睦・
交流を図ります。
対象　阿南市在住の小学校１年生以上の
　　　児童（現在幼・保年長児可）
場所　宝田公民館
時間　毎週金曜日　19：00～
※見学にお越しください。

 あなん子ども太鼓保護者会　達田
　 （☎090－9773－0332）へ

アフリカ音楽を楽しもう！
 
本物のアフリカ音楽に親しみながら人権に
ついてのトークやダンスを楽しんでみませ
んか。
日時　１月19日㈯　14：00～15：30
　　　（13：30開場）
場所　文化会館夢ホール　視聴覚室
※入場無料です。

 アフリカ音楽に親しむ会　北岡
　 （☎090－3180－9356）へ

若者の就労相談会 （予約制） 

働いておらず、職業訓練も学校も行ってい
ない若者の働くことに関する相談に応じま
す。（家族からの相談も可）
日時　１月17日㈭　13：00～17：00
場所　文化会館１階　工芸室

 とくしま地域若者サポートステーション
　 （☎088－602－0553）へ

羽ノ浦新春凧
たこ

揚げ大会 
3m の大凧を揚げます。凧揚げが好きな
方、一緒に揚げましょう！
日時　１月３日㈭　10：00～15：00
　　　※雨天の場合は４日㈮に順延
場所　那賀川河川敷第３緑地公園
　　　（羽ノ浦町明見）
※既製の凧・手作り凧持ち込み歓迎。
　子ども用の貸出し凧あります。（無料）

 羽ノ浦町おやじの何でも塾　福井
　 （☎090－5717－7334）へ

高齢・障害・求職者雇用支援機構
職業訓練生募集
募集訓練課
　機械加工技術科、住環境計画科
訓練期間　２月１日㈮～７月30日㈫
対象　公共職業安定所に求職の申し込み
　　　をしている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　１月７日㈪まで

 ポリテクセンター徳島
　 （☎088－654－5102）へ

標準営業約款制度
「Ｓマーク」をご存じですか
標準営業約款制度は、法律で定められた
消費者（利用者）擁護に資するための制
度です。厚生労働大臣認可の約款に従っ
て営業することを登録した「理容店」「美
容店」「クリーニング店」「めん類飲食店」
「一般飲食店」では、店頭にＳマークを
掲げています。登録店は、安心・安全・
衛生を約束する信頼できるお店です。

 （公財）徳島県生活衛生営業指導センター
　 （☎088－623－7400）へ

成年後見制度無料相談会 
日時　１月26日㈯　9：00～12：00
場所　ひまわり会館
内容　成年後見制度や後見人をたてるこ
　　　となどに関する相談

 徳島県行政書士会
　 （☎088－626－2083）
　 土・日曜日は地域会員　花野
　 （☎090－3787－0305）へ

税務署からの
お知らせ 
●年金受給者の皆さまへ
　大切なお知らせ
公的年金等の収入金額の合計額が400万
円以下で、かつ公的年金等に係る雑所得
以外の所得金額が20万円以下の方は、所
得税の確定申告（提出・納税）が不要です。
ただし、所得税の還付を受けられる方や、
確定申告書を提出することが要件とされて
いる特例（株式等の損失の翌年以降への
繰り越しなど）を受けられる方は、確定申
告書の提出が可能です。
※所得税の確定申告書を提出しない場合
であっても、住民税の申告が必要な場合
があります。所得税と住民税のどちらの申
告が必要であるか不明な方は、税務署・
市町村のどちらでも相談等に応じますの
で、いずれか近い方にお越しください。

 阿南税務署（☎22－0414）へ

「四国一斉！
法務局休日相談所」開設
日時　１月27日㈰
　　　10：00～15：00
　　　※予約制、無料
　　　※相談時間は30分程度
開設場所・申込み先　
　徳島地方法務局　
　阿南支局☎22－0410
　美馬支局☎0883－52－1164
　徳島駅クレメントプラザ5階
　クレメントサロン☎090－8972－8301
申込期間　
　1月7日㈪～23日㈬  9：00～17：00
　（土・日・祝日を除く）

 徳島地方法務局総務課
　（☎088－622－4318）へ



阿波踊り体操教室
日時　１月11日㈮　10：00～11：00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、
　　　　健康手帳（無い方は交付します）

 保健センター（☎22－1590）へ　

がん検診のお知らせ
■胃がん・肺がん検診
検診日３週間前までに総合健診センター
（☎088－678－7128）へ申し込みする
と、がん検診の問診票がご自宅へ届きま
す。なお、申込みなしで当日受診すること
もできます。
実施日　1月24日㈭　
受　付　9：00～10：00
場　所　ひまわり会館
検診内容　胃がん・肺がん

■婦人がん検診
実施日　1月29日㈫　
受　付　9：00～10：00、13：30～14：30
場　所　ひまわり会館
検診内容　乳がん（要予約）・骨粗鬆症検診

がん検診推進事業「無料クーポン券」
の有効期限は２月末まで
対象　平成23年４月２日～平成24年４月
１日に次の年齢に達した方
子宮頸がん検診対象者
20歳・25歳・30歳・35歳・40歳
乳がん検診対象者
40歳・45歳・50歳・55歳・60歳
クーポン券を紛失した方は、再発行でき
ますのでお問い合わせください。

 保健センター（☎22－1590）へ

新春イベント
日時　１月13日㈰　13：00～15：00（予定）
内容　▶『阿南工業高校音楽部』による三味線演奏
　　　▶『大塚　幸さん』による尺八演奏
　　　▶文理 ･ 四国大学女性コンビ『セカンドストーリー』
　　　　による漫才＆トーク
　　　▶『戸村恵里さん』による津軽三味線ライブ
温泉とれとれ市も同時開催　10：00～14：00

 献血にご協力ください （１月）

※400ml献血のみの実施です。
 徳島県赤十字血液センター

　 （☎088－631－3200）へ

実施日 採血場所 所在地 採血時間

17日㈭
阿 南 市 消 防 本 部 辰 己 町 09：30 ～ 10：30
キョーエイ羽ノ浦店 羽ノ浦町 13：00 ～ 16：30

１月の休館日
5日㈯・ 7日㈪
8日㈫・ 9日㈬
15日㈫・21日㈪
28日㈪

かもだ岬温泉保養センター

 かもだ岬温泉保養センター （☎21－3030）へ

28広報 あなん 2013.1

達者でおろな健康教室
対象　おおむね 65 歳以上の方
内容　血圧測定、検尿、阿波踊り体操、
　　　講話「知って得する介護保険」
持参物　健康手帳（無い方は交付します）

 保健センター（☎22－1590）へ

第29回
阿南健康マラソン大会
参加者募集
日時　３月24日㈰　9：30開会式
　　　（10：00～順次スタート）
場所　スポーツ総合センター
コース　北ノ脇・淡島シーサイドコース

※家族の部のみタイムは計測しません。
※申込順に受け付けします。
参加資格　小学４年生以上
　　　　　（家族の部のみ３歳以上）
参加費　無料
申込期間　１月８日㈫～２月28日㈭

 スポーツ振興課（☎22－3394）へ

１月の日程 場　所

8日㈫ 10：00～11：30 中林ふれあい会館

9日㈬
10：00～11：30 那賀川社会福祉会館

13：30～15：00 加茂谷総合センター

11日㈮
10：00～11：30 桑野コミュニティセンター

13：30～15：00 羽ノ浦公民館

15日㈫
10：00～11：30 新野公民館

13：30～15：00 宝田公民館

16日㈬ 10：00～11：30 中野島公民館上中分館

21日㈪
10：00～11：30 福井町総合センター

13：30～15：00 長生公民館

22日㈫
10：00～11：30 椿公民館

13：30～15：00 椿泊老人憩いの家

28日㈪
10：00～11：30 大野老人憩いの家

13：30～15：00 橘町総合センター

種　目 距　離 定　員
小学生の部 ２km 100人
中学生の部 ３km 100人
高校一般の部 10km

400人
壮年の部 10km
家族の部 2km 50組

インフルエンザ
の流行に備えて
一人一人が
できること
★外出した後は、こまめに、ていねいに
　手洗いをしましょう。

せっけんやハンドソープを使って、手の
平から手の甲、指の間やつめの間、手
首までしっかりと洗った後は、きれいな
タオルなどで十分にふき取りを。

★せき、くしゃみなどの症状がある時は、マ
　スク、せきエチケットを心掛けましょう。

人に向かってせず、とっさに出そうな時
は、顔を反らして、ティッシュなどで口
と鼻を覆いましょう。

★栄養に気をつけバランスのよい食事をと
　りましょう。
★睡眠を十分とり、体力をつけておきま
　しょう。

 保健センター（☎22－1590）へ

健康いきいき情報



子育て一言メモ

テレビに子守りはさせないで！
　家事などで忙しいときに、長時間テレビ
ばかり見せるのはよくありません。テレビ
をつけっぱなしにしていると、子どもは受
動的になり、創造力の芽を摘んでしまう可
能性があります。
　しかし、テレビには親子のコミュニケー
ションの１つとして、いっしょに見ながら
話し合えるものや子どもの道徳性を養える
ものもあります。
　そのためには、大人がいっしょに見て、

「すごいね」「おもしろいね」「きれいだね」
などの感動を共有することが大切だと思
います。番組が終わってからも、共通の話
題をもつことができます。
　テレビの見せ方を工夫すれば、子どもの
心を豊かにすることができますよ。

　　　　　
　　学校教育課

つどいの広場・すくすくin阿南
子育て相談や子どもと保護者間の交流の
場です。ぜひお越しください。
時間　9：30～11：30
日程　11日㈮　桑野公民館
　　　23日㈬　福井公民館
　　　25日㈮　加茂谷公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
　 4日㈮、8日㈫、15日㈫、18日㈮、
　22日㈫

 こども課（☎22－1593）へ

１月

阿南ファミリーサポートセンター
地域で子育ての応援をしませんか！

「子育てって楽しいな」と思える阿南市に
あなたの力を貸してください !!
現在、提供会員募集中です。活動するた
めの必要な知識や技術を学ぶ場もあり、
補償保険もあるので安心して活動していた
だけます。申込みをお待ちしています。

 阿南ファミリーサポートセンター
　 （☎24－5550）へ

　市では、平成24年に自ら尊い命を絶たれ
た方が、20人と急増しています。自殺を考え
る人は「死ぬしかない」と視野が狭まってい
たり、「孤立している」と感じています。どう
か、あなたの大切な人・身近な人の心の声に
耳を傾けてください。

気づき　家族や仲間の変化に気づいて、「い
つもと様子が違うので心配だ」などと声を
かけることで、「あなたは決してひとりでは
ないのだ」と理解してもらえます。

傾　聴　話をじっくり聞き、その気持ちを尊
重し、肯定的に受け止めると、気持ちが
落ち着いて、本来の自分を取り戻すことが
できます。

つなぎ　抱え込んでいる問題や悩みを解決
する方法として、専門家などに相談するよ

う促し、さまざまな支援
を受け、その輪を広げ
ていくことが大切です。

見守り　話を聞いた→専
門家を紹介した→一見
元気になったように見え
ても、悩みは繰り返し頭を占めるもので
す。本人が完全に乗り越えるまで、長期
間寄り添いながらじっくりと見守る必要が
あります。

問い合わせは
保健センター（☎22－1590）または
阿南保健所（☎28－9878）へ
※精神科専門医による『こころの健康相談』
は阿南保健所で実施しています。毎月第２・
４水曜日の午後２時～４時〈予約制〉

地域子育て支援センター１月

おひさまひろば  平日 9：00 ～ 16：00

（※＝要予約）
7日㈪から通常開園

10日㈭　英語であそぼう
11日㈮　高齢者とのふれあい会※
15日㈫　発育計測
17日㈭　親子マラソン大会
21日㈪　発育計測・健康相談
23日㈬　お誕生会※
25日㈮　お話ころりん
27日㈰　もちつきたこ揚げ大会※
29日㈫　こまをまわしてあそぼう※
31日㈭　おにのお面づくり

 那賀川子育て支援センター
　 （☎0885－38－1163）へ

１月

自殺を防ぐためにあなたができること
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お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

 みんなのひろば ☎44－5059
羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9：00 ～ 14：00　（お弁当タイム11：45 ～）

8日㈫　12支のおはなし
15日㈫　お楽しみ会　　　　　
22日㈫　楽しい手品

昭和7人会マジッククラブ　
三枝慶子さん

29日㈫　お誕生会
11日㈮・18日㈮・25日㈮　

うたって遊ぼう

 にこにこひろば ☎42－0720
今津こどもセンター　平日 9：30 ～ 15：00

8日㈫　育児を楽しく！新年の集い
15日㈫　避難訓練（今津こどもセンター

合同）
おはなしのポケット（10：30～）

22日㈫　手作りぬくもりトールペイント
講師：松田賀寿子さん・加治
尚美さん　※要予約

29日㈫　お誕生会・もうすぐ豆まき

 ふれあいひろば ☎27－1441
橘保育所
平日 8：30 ～ 12：00 ／ 14：30 ～ 16：00

8日㈫　みんなで遊ぼう
15日㈫　作って遊ぼう
17日㈭　子育て講座　

講師：保健センター　助産師
22日㈫　子育て講座「乳幼児の栄養に

ついて」　
講師：こども課　管理栄養士

29日㈫　お誕生会

 なかよしひろば ☎21－2002
平島こどもセンター　平日 9：00 ～ 14：00

8日㈫　お正月を作って遊ぼう
15日㈫　おはなしのポケット
22日㈫　楽しいクッキング
29日㈫　お誕生会・豆まき
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。
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一
瞬
の
う
ち
に
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
時
な
ど
、

人
権
を
無
視
す
る
行
動
や
少
数
者
を
切
り

捨
て
、
そ
の
他
大
勢
の
側
に
つ
く
よ
う
な

判
断
を
無
意
識
の
う
ち
に
し
て
い
る
こ
と

へ
の
自
覚
な
し
に
は
、
差
別
や
人
権
侵
害

を
な
く
す
の
は
難
し
い
と
感
じ
ま
す
。

　

先
日
、
数
人
の
少
年
た
ち
が
横
断
歩
道

を
渡
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

交
通
量
が
多
く
誰
も
車
を
止
め
よ
う
と
は

し
ま
せ
ん
。
車
を
止
め
て
、
対
向
車
に
も

ラ
イ
ト
で
合
図
を
し
ま
す
が
、
止
ま
ろ
う

と
は
し
な
い
の
で
す
。
20
台
以
上
も
の
車

が
通
り
過
ぎ
た
後
に
や
っ
と
停
止
す
る
車

が
あ
り
、
少
年
た
ち
は
横
断
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
通
り
す
が
り
に
そ
の
う

ち
の
一
人
が
「
分
か
っ
て
く
れ
る
大
人
も

お
る
ん
や
」
と
言
っ
た
の
を
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
の
大
人
へ
の
信
頼
感
は
こ

う
い
っ
た
何
げ
な
い
と
こ
ろ
で
失
わ
れ
る

の
だ
と
思
う
と
と
も
に
人
権
感
覚
の
無
さ

に
失
望
す
る
ば
か
り
で
す
。

　

阿
南
市
で
も
防
災
の
あ
り
方
や
人
権
に

つ
い
て
の
啓
発
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
単
な
る
思
い
や
り
の
道
徳
主
義
で
は

な
く
、
日
常
に
潜
む
人
権
侵
害
や
差
別
の

仕
組
み
な
ど
本
質
的
な
こ
と
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
同
和
教
育
の
な
か
で
大
切
に
し

て
き
た
「
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
科
学
的

認
識
を
深
め
る
」
取
り
組
み
を
本
気
で
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

人権教育・啓発コーナー

ひまわり

阿
南
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
言
葉
は
、

「
光
り
輝
く
」
で
す
。
人
権
に
つ
い
て
考

え
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ
に
光
り
輝

く
阿
南
市
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

人
権
教
育
・
啓
発
コ
ー
ナ
ー
「
ひ
ま
わ
り
」

で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
人
権
に
対
す
る

思
い
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

　

人
権
・
男
女
参
画
課

　
（
☎
22
‐
３
０
９
４
）
へ



　明けましておめでとうございます。正月を迎えるた
びに、巡る年の早さを実感します。昨年１月号の市長
通信に「国際情勢を占う選挙の年」と掲載したのがま
るで昨日のことのようです。年末には日本でも国政
選挙が行われ、まさに選挙の年となりました。ところ

で、選挙といえば、過日の衆議院議員選挙で「南極投票」や「洋上投
票」が行われたのをご存知でしょうか。外洋を航行中の船員による「洋
上投票」が行われたのは今回が初めてで、南極観測船「しらせ」のファ
クシミリから投票が行われました。一方、アメリカ大統領選挙では、国
際宇宙ステーションに滞在する宇宙飛行士による電子投票が行われまし
た。国の未来を託す思いは、国境を超え、宇宙からも届けられているこ
とを知った１年でもありました。
　表紙の写真は、校外授業で神宮寺を訪れた福井小学校の皆さんです。
境内一面に落ちたイチョウの葉で遊びながら、秋のなごりを楽しむ児童
の姿がとても印象的でした。本年もよろしくお願いします。（山田）

法律相談（要予約）   　10日㈭
 13：30 ～ 16：30　  市役所１階　市民相談室
 １ヵ月前から　  市民生活課　☎ 22―1116

※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談 8日㈫・22日㈫
 9：30 ～ 11：30　  市役所１階　市民相談室
 市民生活課　☎ 22―1116

登記相談   25日㈮
 14：00 ～ 16：00　  ひまわり会館１階
 市民生活課　☎ 22―1116

消費生活相談 平日開館
 9：30 ～ 16：30　  消費生活センター
 消費生活センター　☎ 24―3251

人権相談       30日㈬
 13：30 ～ 16：00　  ひまわり会館１階
 人権・男女参画課　☎ 22―3094

女性の生き方なんでも相談（要予約）
8・15・22・29 日　 13：00 ～ 17：00

 11・25 日　 13：00 ～ 16：00
 市民会館２階　相談室　  随時
 男女共同参画室分室　☎ 22―0361

年金相談（要予約） 10日㈭
 9：00 ～ 15：30　  市商工業振興センター
 １ヵ月前から電話による完全予約制
 徳島南年金事務所　☎ 088―652―1511

※ 2 月の相談日はありません。

健康相談    ４日㈮
 10：00 ～ 11：00　  ひまわり会館１階
 保健センター　☎ 22―1590

栄養相談（要予約）  17日㈭
 10：00 ～ 11：00　  ひまわり会館１階　  前日まで
 保健センター　☎ 22―1590

子育て家庭教育来所相談     13日㈰
 9：00 ～ 12：00　  富岡公民館２階
 教育委員会生涯学習課　☎ 22―3391

子育て家庭教育電話相談窓口
 月曜日～金曜日（祝日除く）　 9：00 ～ 12：00
 子育て家庭教育支援チーム　☎ 42―3885

心配ごと相談 　7日㈪･21日㈪・28日㈪
 10：00 ～ 15：00 　  市民会館内社会福祉協議会
 社会福祉協議会　☎ 23―7288

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診
できます。
●休日昼間　9：00 ～ 17：00

１月の休日・夜間診療

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、阿
南市医師会（☎ 22‒1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00 ～ 23：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎ 22‒1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。） 

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
１日 木下産婦人科内科医院 学 原 町 ☎ 23-3600
２日 是松医院 津乃峰町 ☎ 27-0316
３日 けんなんメンタルクリニック 日開野町 ☎ 23-6522
６日 松﨑内科医院 中大野町 ☎ 23-5778

13日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎ 22-1313
 14日 岸医院 富 岡 町 ☎ 23-0272
20日 村上内科外科医院 那賀川町 ☎ 42-3110
27日 井坂クリニック 津乃峰町 ☎ 27-0047

 開催日　  時間　  場所　  予約受付　  問い合わせ先

■国民健康保険税（第８期納期限）1月31日㈭
日曜相談窓口　2７日㈰ 8：30 ～ 17：00

問い合わせは　納税課（☎ 22‒1792）へ

１月の市税

１月の平日延長窓口
平日延長窓口　16日㈬ 17：15 ～ 18：15　市役所本庁１階

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
　　　　　　　　　　　 市民生活課（☎２２－１１１６）へ
●納税相談　納税課（☎２２－１７９２）へ

１月の相談

５月の市税スポーツ施設の１月の休館日
サンアリーナ（温水プール） １・２・３・７・15・21・28日
那賀川スポーツセンター １・２・３・９・16・23・30日
羽ノ浦総合国民体育館 １・２・３・７・15・21・28日
羽ノ浦健康スポーツランド １・２・３・７・15・21・28日
県南部総合運動公園 １・２・３・８・15・22・29日

人口　77,455 人（−22）　世帯数 30,013 世帯（+21）
（男）　37,347 人（－16）   
（女）　40,108 人  （－6）　

人口と世帯数

●平成24年11月末日現在
　カッコ内は前月対比
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開催期間　１月４日㈮までの17：30～20：30（予定）
場　　所　スーパーセブン上中店から北へ約300ｍ

　

11
月
25
日
、
上
中
町
岡
の
田
ん
ぼ
に
出
現
し

た
大
都
市
・
東
京
の
夜
景
。
岡
青
年
会
に
よ
る

光
の
イ
ベ
ン
ト
「
岡
ル
ミ
ナ
リ
エ
」
が
始
ま
っ

た
。
夕
闇
に
燦さ

ん

然ぜ
ん

と
き
ら
め
く
光
の
芸
術
品

は
、
何
と
も
幻
想
的
で
美
し
い
。
多
い
日
に
は

２
０
０
人
を
超
す
家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
が
訪

れ
る
そ
う
だ
。
ま
ち
の
親
父
た
ち
か
ら
の
一
足

早
い
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、
心
を
温
か

く
し
た
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

上
中
町
岡
は
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
、

日
亜
化
学
工
業
㈱
の
本
社
が
立
地
す
る
、
い
わ

ば「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
里
」で
あ
る
。「
岡
ル
ミ
ナ
リ
エ
」

は
、
そ
ん
な
世
界
に
誇
る
地
域
資
源
を
生
か
し

た
「
お
ひ
ざ
元
」
な
ら
で
は
の
取
組
だ
。
同
社

か
ら
無
償
で
譲
り
受
け
た
３
万
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電

球
を
使
い
、
阿
南
市
特
産
の
竹
と
組
み
合
わ
せ

た
光
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
制
作
。
あ
ら
か
じ
め

ス
ケ
ッ
チ
し
た
イ
メ
ー
ジ
図
を
見
な
が
ら
、
県

道
沿
い
の
田
ん
ぼ
に
設
置
し
て
い
く
。
今
年
は

「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
が
開
業
し
た
こ
と
に

ち
な
ん
で
「
東
京
の
夜
景
」
に
決
ま
っ
た
。　

　

制
作
に
１
カ
月
、
設
置
に
３
日
を
要
し
た
。

「
誰
一
人
い
や
な
顔
を
す
る
人
は
い
ま
せ
ん

よ
。」と
誇
ら
し
げ
に
語
る
の
は
、
会
長
の
湯
浅

正
敏
さ
ん
（
51
歳
）。
30
人
の
有
志
と
と
も
に

20
年
余
り
活
動
を
続
け
て
き
た
。「
地
域
の
た

め
に
労
を
惜
し
ま
な
い
人
た
ち
ば
か
り
。
会
員

同
士
の
き
ず
な
は
ど
こ
よ
り
も
強
い
で
す
。」

と
言
い
切
る
。「
子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
姿
を
思

い
浮
か
べ
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

方
々
の
協
力
が
活
動
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま

す
。」
と
も
。
寒
風
に
耐
え
、
黙
々
と
作
業
を

こ
な
す
背
中
に
誇
り
さ
え
感
じ
る
。
作
品
の
一

つ
一
つ
か
ら
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
思
い
や
手

の
ぬ
く
も
り
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

ひ
と
き
わ
目
を
引
く「
ミ
ニ
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」

を
見
上
げ
な
が
ら
こ
う
話
し
か
け
て
み
た
。「
実

物
の
60
分
の
１
く
ら
い
で
す
か
ね
」。
す
か
さ

ず
「
ほ
う
や
な
ぁ
。
で
も
、
志
は
実
物
と
変
わ

ら
ん
く
ら
い
高
い
で
。」
と
返
っ
て
き
た
。
そ

の
高
い
志
で
、
こ
れ
か
ら
も
夢
と
感
動
を
与
え

て
ほ
し
い
と
思
う
。


